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再    開  （午前  ９時００分）  

 

○議  長  

 皆さん、おはようございます。連日お疲れさまでございます。  

 ただいまの出席議員は１２名で定足数に達しておりますので、これより令和

元年平群町議会第４回定例会を再開いたします。  

 これより本日の会議を開きます。  

（ブー）  

○議  長  

 本日の議事日程は、お手元に配付いたしております議事日程表のとおりであ

ります。  

 日程第１  一般質問を行います。  

 一般質問は１０名の議員から提出されており、昨日に５名の議員の一般質問

が終わっております。本日は５名の議員の質問を順次許可いたします。  

 まず、発言番号６番、議席番号１１番、下中君の質問を許可いたします。下

中君。  

○１１番  

 １１番、下中一郎でございます。通告に基づきまして２点について質問をい

たします。  

 まず１点目、まち・ひと・しごと創生総合戦略についてをお尋ねをいたしま

す。国が策定したまち・ひと・しごと創生総合戦略の基本的な考え方や政策５

原則等をもとに、本町における人口減少と地域経済の縮小の克服、まち・ひと・

しごとの創生と好循環の確立を目指し、本町における人口の現状と将来の展望

を提示する人口ビジョンを踏まえて平成２７年度から令和元年度までの５年間

の目標や施策の基本的方向、具体的な施策をまとめ上げた本計画であります。

最終年である令和元年度での目標達成状況についてお聞きをいたします。  

 まず１点目は、本計画も残すところ半年余りであります。最終の令和２年３

月まであと少しでありますが、現状の達成状況についてお伺いいたします。目

標値をクリアしている施策もあり、若干上向きにあるものもあるが、全く上昇

傾向にないものもあると思いますが、現状での目標達成状況についてお聞きを

いたします。  

 次に２点目として、この５年間で本計画をもとにまちづくりが進められてき

ましたが、第５次総合計画との相乗効果を生み出すべく立てられたものであり

ます。約５年間実施されてきた本計画の総括をお聞きをいたします。  

 ３点目として、政策体系表では第５次総合計画との関連性を重視し、住民協



 

－１６６－ 

働を基本に総合戦略に掲げた事業の推進に取り組み、また、事業実施するため

の財源確保について国の動向、補助メニューに注視し、今後の事業展開を検討

していくとなっています。とりわけ５年間だけという短い期間の本計画であり

ましたが、終了後、第２期総合戦略として改訂して続けていくのか。また、こ

れで打ち切るのか、本計画の今後についてお聞きをいたします。  

 ４点目として本計画の最大の目標である人口増、特に若者世帯の定住化であ

ります。一極集中是正のために関係人口の増加を目指す方向性が打ち出されて

いますが、本町において、この関係人口の増加という考え方についてどのよう

に考えておられるのか、お聞きをいたします。  

 ２点目、恋まち・育まち・へぐりっち事業についてお伺いいたします。人口

減少が続く中、年々進む高齢化や少子化、特に深刻な問題として若者世代の流

出、減少がこれからの地域づくりやまちづくりを進めていく上で大きく立ちは

だかる課題であります。この難局を乗り越えていくために子育て支援策や少子

化対策などさまざまな施策が実施されています。そのような中、少子化対策強

化事業として、平成２７年度から恋まち・育まち・へぐりっち恋愛子育て支援

宣言事業が継続実施されております。事業開始以来、主にセミナーとかイベン

ト、研修会等の開催でありましたが、住民協働によるまちづくりを具体化する

ために、出会い、恋愛、結婚、子育てを町全体で応援していく体制、仕組みづ

くりとして、平成３０年１月、おせっかい隊が組織されました。  

 そこで、２点についてお聞きをいたします。  

 まず１点目として、婚活・子育て支援応援隊として活動していくにはおせっ

かい隊の人数が、十数名の方が必要と思いますが、発足当初よりふえているの

かどうか。その後の募集状況と現在どのような活動をされているのか、お聞き

をいたします。  

 次に、子育て支援事業として２７年度から毎年実施されています婚活イベン

トの開催について、今年度はどのような計画を持っておられるのか、お聞きを

いたします。  

 以上２点でありますので、よろしくお願いをいたします。  

○議  長  

 政策推進課長。  

○政策推進課長  

 それでは、下中議員の１点目、まち・ひと・しごと創生総合戦略についてお

答えを申し上げます。  

 本町では国の長期ビジョン、まち・ひと・しごと創生総合戦略を受け、国と

地方が一体となって地方創生に取り組むべき基本的な考え方を踏まえて、平成
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２８年３月に平群町人口ビジョンと平群町まち・ひと・しごと創生総合戦略を

５カ年計画として策定をしたところでございます。  

 そこで、議員の御質問の１点目でございますが、総合戦略の現時点での達成

状況についてでございます。この総合戦略の数値目標は基本目標の１点目とい

たしまして、「若者が住みたくなるまちをつくる」ではこの戦略の肝となる定住

化人口を掲げております。同じように、基本目標の２といたしまして、「子育て

しやすい、子育てしたくなるまちをつくる」では合計特殊出生率出生数を、基

本目標の３「新たな雇用と交流をつくる」では商業、製造業の従業者数と観光

客数を、基本目標４の「地域を守り、地域をつなぐ」では町の現状についての

満足度をそれぞれ数値目標として設定をしております。これら四つの基本目標

に設定した数値目標を達成するため、それぞれ具体的な施策と重要業績評価指

標を定めています。現時点では基本目標で設定した目標値の達成状況は把握し

ておりませんが、それぞれ個別事業や施策が重要業績評価指標の達成状況に近

づいているものもある一方、未達成のものがあるのも事実でございます。なる

べく早い時期をめどに集約をしてまいりたいというふうに考えております。  

 ２点目の御質問でございますが、５年間実施してきた本戦略の総括について

でございます。議員お述べのとおり、第５次総合計画との相乗効果、特に人口

対策を抜粋した本戦略では、地方創生や定住化といった人口対策は一足飛びに

実現できるものではございませんが、平群町が誇れる魅力ある施設や特色ある

自然環境、心豊かで人と人との温かいつながりなど町の魅力が確認できたと思

っておるところでございます。第５次総合計画を基本に策定した総合戦略につ

いては、国の有利な財源措置が可能な事業から平群の地方創生ということで着

手することができたところでございます。これにつきましては一定の効果があ

ったというふうに総括をしておるところでございます。  

 次に、３点目の御質問でございますが、第２期総合戦略の改訂はどうされる

のかというところでございます。国は地方創生の充実、強化に向け、切れ目の

ない取り組みを進めることが求められていることから、現行の総合戦略を検証

し、次期総合戦略の策定を進める必要あると示しております。また、これに伴

う必要な支援を地方に向け実施するということもあわせてしておるところでご

ざいます。１点目の御質問でございました達成状況というのを踏まえまして、

これから国の動向に、とりわけ平群町の場合、非常に財政的に厳しいところも

ございますので、財政的な支援に注視をしながら第２期の総合戦略の策定を検

討してまいりたいと考えております。  

 次に、４点目の人口増、特に若い世代の定住化についてでございますが、国

の次期総合戦略における新たな視点を持って取り組むとしておるところでござ
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います。この国においての５年間の地方創生の総括として、東京一極集中は結

果としてとどまらず、むしろ進行したことから地方への移住定住の考え方に関

係人口の創出拡大を加えたところでございます。そのためには国の財政支援を

期待し、それを最大限に活用した若者世代の移住意識を喚起するような施策の

展開が必要ではないかと考えておるところでございます。  

 以上でございます。  

○議  長  

 下中君。  

○１１番  

 政策推進課長、丁寧な答弁ありがとうございます。順次再質問させていただ

きますので、よろしくお願いいたします。  

 まず、１点目の達成状況ということで、まだ少し時間もあるし、全部集約し

切れていないというのは、これは現状かと思います。そんな中でちょっと私が

ぱらぱらっと拾った部分で例だけ示しておきます。物すごく達成したもの、大

体いったもの、全くいってないもの、いろいろありまして、一番よくできたと

いうのか、達成状況がいいのは定住化促進事業ですね。これ、目標９０件。こ

れ、３０年度、１３９件、８８１名ということで、かなり立派な成績です。そ

れから平群ブランドの件数、これ、目標１０件でありましたけども１４件まで

伸ばしていただいたということでございます。それから横ばいといっていいの

は、企業誘致が３件が３件であると。それから、住民の方が楽しく集われるふ

れあい農園、これは１１６件でありましたが９１区画と、ちょっと若干下回っ

てますけど、まずまずの成績であります。  

 それと比較してかなり厳しいのがね、空き家バンク登録件数。５０件目標が

４件しかないと。これ、大変なことですね。空き家がだんだんふえてる中でこ

のような状態ではかなりしんどいなというところ。それとシルバー人材登録件

数も２００件を目標であったが現在１０７名というふうに聞いております。そ

れで今、来年の文化センターのオープンを目指して頑張っておられますが、中

央公民館の利用者数。目標６万人、これね、３０年度、４万３，０００弱です。

長らく５万人と言われてました、中央公民館。５万人余り使ってる。町民の方

がたくさん使っていただいておりましても５万人。それが今５万人切って、４

万３，０００。  

 このようにしてね、平群ブランドとか定住化のように大きくクリアしてる部

分もありますが、かなり下回ってる、全く水準に達してない、また下降してる

という部分もあると思いますがね、これをどうするかが問題ですわね。だから、

目標値を下げる、これはなかなか難しい話ですけども、新たな検証が必要では
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ないかと思いますが、その点についてどのように考えておられるのか、ちょっ

とお聞きをしたいと思います。  

 それから、２点目、計画の総括ということで、これ、大変難しい問題で答え

にくい部分もあったと思います。しかし、国の補助メニューも活用しながら５

次総との相乗効果で、ある一定の効果が出たというように今、答弁されました。

私もそのように思います。目標値の全部全部がかなえているわけではないです

けども、やはり、ある程度達した部分もありますので、ある程度一定の効果が

あったと私もそのように思いますが、これについてはね、今現在５次総の検証

が終わったと思います。ほんで、これで後期基本計画を策定する、入っていく

という段階だと思いますが、その辺の５次総の後期基本計画とリンクする部分

もありますのでね、その点どのように捉えられているのかお伺いをいたします。 

 ３点目、今後の計画について。国の動向を補助メニュー等も考えながら第２

期については検討していくというふうになっております。これ、確かに２９年

度の政策体系、これにはね、第５次総合計画との関連性を重視し、住民協働を

基本に総合戦略に掲げた事業の推進に取り組みということだけになっておりま

した、２９年度の政策体系は。３０年度はそれプラス事業実施するための財源

確保について国の動向に注意しながら事業展開を検討していくということにな

っておりますので、政策体系をまとめ上げた時点ぐらいから、今後の計画につ

いては第２期も考えていってもいいのではないかなというふうに思われてきた

と思いますが、その点についてよろしくお願いいたします。  

 それから、４点目、関係人口の考え方、これは中央のほうでこういう考え方

が示されて、平群町に合うかどうかはこれはわかりません。移住していきたい

人とか定住していきたい人でもなくね、ただ地域や地域の人々と多様にかかわ

る、そういう人口のことですので、なかなかちょっと平群町に合うかどうかは

わかりませんけども、今、大浦君が言ってくれたように、若者世代の移住意識

を高める、これが一番肝でございます。この施策がどのようにしていくかが問

題ですので、これについては私もなかなか名案はございません。子育て支援策

とかいろいろやっておりますけども、一長一短でこれといった策がないのが現

状かなと思います。その点についてね、何かいい提案があるや、こういう考え

方もあるというのであればお知らせ願いたいと思います。  

 以上です。よろしくお願いします。  

○議  長  

 政策推進課長。  

○政策推進課長  

 それでは、下中議員の再質問にお答えをさせていただきます。  
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 まず、再質問の１点目でございますが、この総合戦略について新たな検証が

必要ではないかというところでございます。議員、再質問のところでお述べい

ただきましたように、計画の中で目標達成に達しておるもの、また達していな

いものが多々ございます。当初この計画をつくった時期と今とでは多少社会情

勢も変わっておるのかなというところもございますが、やはり当初計画といい

ますか、この戦略で見込んでおったところがなかなか具体的な、うまいこと行

政の施策の中で回ってないというのが一つ課題としてあるのかなと思っており

ます。それぞれ個々の評価指標の中で申し上げていきましたら、課題であった

りとか、できなかった、またできたというところでの理由があると思いますの

で、今後、さきの答弁で申し上げました総括をする中では、そういったできた

理由、できなかった理由についてはちゃんと丁寧に確認作業をしていきたいと

いうふうに考えております。  

 それとあわせて、こういった計画物でございますので、当初見込んでおった

けども、計画策定時点において見込んでおった事柄というのがやっぱり実際に

やってみると、ちょっとなかなか平群に合わなかったかな、そぐわなかったか

なというところも往々にしてあるところでございます。総合計画でも当初の策

定した中身と今とどうなんだというふうな評価も当然あるかなと思いますの

で、そういったそもそもの目標と定めた内容についても、本来それで正しかっ

たのかどうかというところの検証も合わせてしていく必要があるのかなという

ふうに考えております。達成できたもの、できなかったものについては、やっ

ぱりそこは当然、総論といたしましては我々が定めた計画でございますので、

できなかったものについてはやっぱり真摯に反省をしながら受けとめていくと

いう姿勢は大切であるというふうに思っております。  

 次に、２点目の一定の総合計画との関連ということでございますが、そこで

あわせて、この５年間の総合戦略の中で一定効果があったというところでござ

います。この総合戦略につきましては割と計画の５年間の変遷というところに

なるかなと思うんですが、当初この地方創生の事業ができたときというのは、

割と当初はいわゆる地域の自主性を重んじていただいたような事業展開という

ことで、割と今、平群町で何が必要なんだというふうなことで事業の選択をさ

せていただいて、それに伴う財源措置をしていただいたというのがございます。

ただ、年数たつことによって、やっぱりこのそもそもの地方創生の目的という

ことで、新しい新規事業で、かつ一定の計画に基づくべき事業やということで、

なかなか事業の制約といいますか、考え方も多々出てまいりましたので、なか

なか平群町の今やりたいこととこの事業で採択していただける事業に少し温度

差が出てきたのかなというのは正直思っております。そういうところで、特に
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後半については地方創生関連の対象事業というのが少なくなった、先細ってい

ったのかなというふうな総括はしておるところでございます。ただ、この事業

ができた２６年の基礎分、２７年の交付分、２８年の加速化交付金等のさまざ

まなメニューによっては、非常に町の財政的なものを含めて、大分有利に働い

たっていうとこは正直ございますので、そこは一定評価していきたいなという

ふうに考えております。  

 次に、第２期総合戦略の策定でございますが、それをどう考えていくのかと

いうところでございます。これにつきましても、国の基本的な考え方としまし

ては第２期の総合戦略をつくっていくというふうなことでございます。平群町

におきましても、今どういうふうな状況かということを再度検証しながらにな

るんですけども、策定に当たりまして一定の国のほうも市町村に対しての財源

措置と、財政支援ということを申し上げておりますので、そういったものがど

の程度措置いただけるのかということで、その辺を勘案しながらこの第２期の

総合戦略の策定については当たっていきたいというのがまずもって正直なとこ

ろでございます。そういった国の動向に注視をしながら、策定については検討

してまいりたいというところでございます。  

 次に、４点目の関係人口の考え方でございますが、これも今、議員お述べい

ただきましたように、なかなか一朝一夕にいくものではないというのは我々も

十分承知しておるというところでございます。非常に一般的な話になるのかわ

かりませんねけど、基本的に関係人口の構築というのはまず平群町というのを

知っていただく。いろんなメディアであるとかツールを通じて我々が発信をし

て、平群町を知っていただく。次に平群町に来ていただく、それはいろんなイ

ベントであったりとか、例えば平群町が持ってる資源を活用して、外にアウト

プットすることによって「ああ、平群町ってこんなんあるな」「こういうもんが

あるんやな、１回行ってみようか」というふうなそういう喚起を促していくと

いうようなことにつなげていく、ほんでその二つを総括して、やっぱり平群に

住んでみようかというふうな人口をふやしていくというのが一番大事な取り組

みかなというふうには思っております。  

 ただ、今申し上げたこと、なかなかこれを実践していくというのは非常に大

変なことでございますので、その辺はちょっと行政総体として考えていかなな

らない課題かなというふうに思っております。ただ定住化につきましては、こ

の戦略の中でも一定の成果があったということでございますので、その辺の施

策の継続なんかも踏まえて今後総括していかなあかん課題であるというふうに

は考えておるところでございます。  

 以上です。  
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○議  長  

 下中君。  

○１１番  

 ありがとうございます。まず１点目、検証していくということですので、課

題も多かろうと思います。実際、今、課長も言われたように立案した当初は「い

や、これ、いい計画だ」と思っていても、実際実行に移してみると平群町にそ

ぐわない、いやあ、ちょっとねというふうな部分もあると思います。その部分

については今後、次の機会には除外していくのかどうか知りませんけども、き

っちりと本当に下回っている、なかなか上向きにならないという部分について

はきっちりと検証していただいて、その課題を見つけ出していただくように、

これはよろしくお願いしておきたいと思います。  

 それと、２点目、計画の総括ということで、いろいろとるる答弁いただきま

してありがとうございます。確かに第５次総合計画との関連から相乗効果とい

うことで今後とも、これも次がどうなるかわかりませんけども、できるだけい

い計画ができるようにお願いしたいと思います。それとちょっと余談ではない

ですけども、５次総の後期基本計画というものも検証されたと思いますので、

できるだけ早い時期に基本計画をまとめ上げてね、最終年度に向けて頑張って

いただきたいと思います。これはその点でよろしくお願いいたします。  

 それと、今後の計画については、これは今、課長のほうからも国の動向等の

話もありましたように、次の計画も練っていくと、検討していくということで

すので、よろしくお願いしたいと思います。  

 ４点目、関係人口の考え方ということで、今、課長が言っていただいたよう

に、平群町のいろんなイベントがある、また観光地がある。行ってみようかと

いうて行く、あ、こんなすばらしいんな、いや、こんなところに住みたいなと

いうような注意喚起できるようなそういうまちづくりをしたいということを今

言われました。まさにそのとおりだと思います。確かにここ最近、平群駅周辺

で小さいミニ開発がぱらぱらとできて、そこに家が建って住んでおられるとい

うことがありましてね、やはり、できるだけ平群町を知っていただく。観光で

来る人も商売で来る人もいろいろございますけどね、その点できるだけ知って

いただく、そういう方策を考えていただきたいと思います。我々もこの若者定

住については頭を痛めており、いろんな提案もしておりますが、なかなかこれ

といった名案もございませんけども、何とか若者が１人でも２人でもたくさん

来ていただくような施策を考えていただきたいと思います。  

 それと、一つ最後に町長にちょっとお伺いしますねけども、大浦課長が答え

ていただいたのとよく似た部分だと思いますけどね、この本計画、総合戦略は
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ある意味人口ビジョンに特化した、そのような計画であったと思います。現在

５次総の後期基本計画の検証も終わり、最終年度に向かって新たな計画も本年

中か次年度の早々ですかな、に発表されると思いますけどね、そのような中、

本計画は国の動向を注視しながら、補助メニュー等を注視しながら検証してく

と答弁されておりますけれども、町長のほうもこのような考え方でよろしいで

すのかな。  

○議  長  

 はい、町長。  

○町  長  

 それでは、下中議員の御質問にお答えさせていただきます。  

 平群町においても２８年３月に平群町まち・ひと・しごと創生総合戦略を、

また人口ビジョンを四つの基本目標にして定めて進めてきたところでございま

す。国のほうでも第２次総合戦略の策定に向けて検討がなされているところで

あります。平群町でも今後、国の動向を注意しながら検証、総括を行って、第

２期の策定に検討を行ってまいりたいというふうに考えております。また、関

係人口につきましては、今、若者一極集中についてはいまだとまらず、地方の

過疎化が進行しております。平群町としましても平群町の魅力をＰＲして、平

群町に住みたいと思っていただけるようなまちづくり、特に定住化促進、また

雇用の創出、企業の誘致、そして、子育ての環境などに取り組んでまいりたい

というふうに考えております。  

 以上でございます。  

○議  長  

 下中君。  

○１１番  

 西脇町長、力強い決意でありがとうございます。今後そのような気持ちで、

まちづくりのために頑張っていただきたいと思います。この件はこれで結構で

す。  

○議  長  

 福祉課長。  

○福祉課長  

 それでは、下中議員の２項目めの恋まち・育まち・へぐりっち事業について

の御質問にお答えいたします。  

 まず、１点目のおせっかい隊の募集状況と活動状況についてですが、おせっ

かい隊の登録者数は平成３０年１月の発足当初は４名でしたが、平成３０年度

において１人が脱会され、現在３名、男性１名、女性２名となっております。
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１人でも多くのおせっかい隊に登録していただけるよう、町広報紙やホームペ

ージへの掲載をするとともに、福祉課窓口でのチラシの設置や子育て支援セン

ターの講演会で勧誘するなどの取り組みを行っておりましたが、新たな登録者

はおられない状況であります。また、活動状況につきましては、今年度はこれ

までに３回の会議を開催し、婚活イベントの企画等について協議を進めている

ところでございます。  

 次に、２点目の婚活イベントの今年度の計画についてですが、今年度は２月

のバレンタインデーの時期に合わせまして婚活イベントを予定をしており、お

せっかい隊と打ち合わせを重ねているところでございます。内容については企

画段階ではありますが、平群ブランドの古都華のイチゴ狩りやスイーツづくり、

また、平群ブランドのジェラートを提供するレストランで交流会を行う計画を

考えております。早ければ１１月ごろに町広報紙やホームページ等で周知を始

めたいと考えております。  

 以上でございます。  

○議  長  

 下中君。  

○１１番  

 町全体で支えていくということで、おせっかい隊の結成もされましたけども、

当初は４人でしたけども、１名脱落というのか何かで今現在３名ということで

大変厳しい状況だと思います。実際これがおせっかい隊と言えるのかどうか難

しいところでありまして、いろいろ策を練って募集されておりますけども、な

かなか応じていただけないというのが現実だと思います。これね、なかなか私

も１回一般質問させていただいたときに、各団体とも協議したらどうかともい

ろいろ提案をいたしましたけれども、いや、いい話やけどもなかなか、ちょっ

と私はそれにはというのが多いと思いますので、その点どのようにしていくの

かなということで、実際に。一つはね、これ１回どうかわかりませんけども、

一番身近な民生委員さんと懇談会、会長とも相談してね、ちょっと持って、そ

こから広めていただくのも一つの方法かと思いますので、その辺どのように考

えておられるのかお尋ねいたします。  

 活動状況については、３人、４人ということでなかなか大きな活動はできな

いと思いますけれども、セミナーとかイベントの協力、研修会の開催など過去

３回されたということですけども、今後いろいろと婚活イベントに関していろ

んな会合もあると思いますので、そのときにはどんどん出ていただいて活動範

囲を広めていただくということでお願いしたいと思います。  

 それと、２点目の今年度の開催ということで、２月のバレンタインデーの時
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期を用意してるということで、イチゴ狩りとかジェラート、交流会でやってい

くということですねけども、これ、過去１回ありましたな、イチゴのとき、何

か。あったと思います。このときは物すごい好評でイチゴ狩りのつくっておら

れる方から悲鳴が上がったというぐらいよかったですねけども、実際そのとき

のカップルが誕生したかどうか知りませんねけども、やっぱり平群でイチゴと

いうことで、一番よく言われておりますので、時期的にはちょうどいいかなと

思います。寒い時期でありますけれども、イチゴという大きな魅力があるので

いいかなと思いますので、ぜひ成功していってほしいと思います。  

 これ、２月に、１１月ごろまでに大体段取りしていくということですねけど

も、今言える人数的にはどのぐらい予定されているのか。そのぐらいはわかる

と思いますねけども、その点よろしくお願いします。  

○議  長  

 福祉課長。  

○福祉課長  

 それでは、再質問にお答えいたします。  

 １点目の民生委員さんと懇談会をしてみてはということで、以前も御質問、

提案していただいてたと思います。現在、婚活のイベントは中止になっており

まして、おせっかい隊もまだ３名ということでまだそこまで至ってなかったの

で、今のところ相談はしてなかったんですけど、今後につきましては、また地

域のこと、かなり熟知されておりますので、また相談をかけながら懇談会とい

うか、話をさせていただきたいと思っています。  

 ２点目の今年度の人数の予定っていうところなんですけども、一応レストラ

ンというところお借りしますので、ほんで町バスも使おうかなと思ってますん

で、３０名程度ぐらいの予定を今のところ考えているところでございます。  

 以上でございます。  

○議  長  

 下中君。  

○１１番  

 １点目の募集についてね、いろいろと苦労されてると思いますけど、民生委

員さんと１回確かにそういう懇談会持って、そしたら、いろんな人脈もあって

ね、また広がっていくかもわかりませんので、その点はよろしくお願いしたい

と思います。  

 それともう一つ、この募集で、これ、あんまり好ましい方法ではないと思い

ますねけど、最近いろんな役職に旧役場職員の登用が目立っておりますねけど

も、これ、本来はもっと民間から登用していただいたほうがありがたいですね
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けども、役場ＯＢの方にもちょっと声をかけてやっていただくのも一つの方法

かなと思いますねけども、それもひとつお答え願いたいと思います。  

 それと婚活イベント、今度はかなりの人数ということで、男性１５名、女性

１５名ということになっております。過去１回成婚して平群に住んでおられる

ということもありますのでね、今年度も何とか成功してね、１組でも２組でも

住んでいただくことが一番の願いでありますので、これはまあちょっといろい

ろ案を練ってやっていただくと思いますけども、財政的になかなか支援がない

中での頑張りですので、それはよろしくお願いしたいと思います。町長、その

辺の財政的な支援もよろしくお願いしたいと思います。  

 その役場職員さんのＯＢとの関係について、ひとつよろしくお願いします。  

○議  長  

 福祉課長。  

○福祉課長  

 今御提案いただきました役場関係のＯＢさんということで、ＯＢの方、行政

に勤めておられて、地域の状況もいろいろ御存じだと思いますので、そういう

方おられるかどうかわからないんですけど、また相談もしながらちょっと当た

ってみたいと思います。  

 イベント３０名ということで、今、去年成立してなかったっていうことなん

ですけど、その前はね、実際は携帯の連絡とか連絡先をとれれば一応ＯＫとい

うことで、それで成功率２８％ぐらいあったんです。去年は実際におつき合い

してもらうという、ちょっとカップルの成立の条件を変えたということで成立

のなかったということになったんですけど、今回は成立がゼロというのもあれ

なんで、成立の定義をちょっと検討させていただいて成立を上げようかなと考

えているところでございます。  

○議  長  

 下中君。  

○１１番  

 おせっかい隊募集についてはそういうふうに役場の方、ＯＢの方にもちょっ

と相談できる方はしていただいて、やっていただいたら結構かと思います。  

 それと婚活についてはね、一番いいのは恋愛、結婚して平群町に住んでいた

だくのが最高ですねけども、なかなかそこまで行くのが少ないと思いますけど

ね、やはり一つのきっかけとしてカップルになっていただくと。カップルが誕

生する、２組でも３組でもよろしいですわね。やっぱりそういうことが一番、

それが一番きっかけですので、そこから事が進んでいくということになります

ので、それがその方法が楽にするとか、いや難しくするとかそんなんは別とし
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てね、やっぱりできるだけそういうふうにカップルになりやすいような雰囲気

づくりの婚活パーティーであってほしいなと私は思います。  

 いろいろと申し上げましたけれども、おせっかい隊の募集についてはできる

だけ募集をすると、頑張っていただくということと婚活については２月にはバ

レンタインデーに行われるということですので、できるだけ多くのカップルが

誕生して、成婚して平群に住んでいただくということが一番願いでありますの

で、この成婚について祈っております。  

 以上で私の一般質問を終わります。  

○議  長  

 それでは、下中君の一般質問をこれで終わります。  

 ここで職員が入れかわりますので、しばらくお待ちください。  

 ９時５５分まで休憩いたします。  

（ブー）  

休    憩  （午前  ９時４１分）  

 

再    開  （午前  ９時５５分）  

 

○議  長  

 それでは、休憩前に引き続き再開いたします。  

（ブー）  

○議  長  

 発言番号７番、議席番号１２番、馬本君の質問を許可いたします。馬本君。  

○１２番  

 議長の許可を得ましたので、大きく４点について一般質問をさせていただき

ます。  

 まず１点目、中央公民館東側の忠魂碑についてでございます。現在の忠魂碑

は、もとは役場の敷地内に建立されていましたが、昭和４６年ごろに中央公民

館新築に伴い移設されたと聞いております。忠魂碑の清掃などは遺族会の方々

がされておられます。毎年福祉課主催により平群町戦没者追悼式が開催されて

おり、ことしも１０月開催が予定されております。来年４月オープン予定して

おります（仮称）文化センター建設費の財源内訳は国の補助金、起債に伴う交

付税、町費、起債などであります。３施設を１施設に集合する手法であり、旧

の３施設は５年以内に解体しなければなりません。現在の中央公民館も５年以

内に解体、撤去が義務づけられております。中央公民館、駐車場、忠魂碑など

の敷地内には約２００坪の民有地をお借りしております。  
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 そこでお聞きいたします。  

 まず１点目、中央公民館は来年度から廃止される予定であり、現在の忠魂碑

は借地に建立されていますが、現在のままで町が借地されるのか。  

 ２点目、移設等のお考えならば移設候補地は。また、いつごろの御予定でご

ざいますか。  

 ２点目について、矢田山に（仮称）東西線の道路建設を。この質問につきま

しては平成６年６月議会から１５回の一般質問を行ってまいりました。本事業

は県としても大事業であり、具体的には非常に高いハードルの事業であること

は認識しております。しかし、この事業は将来の平群町発展がかかっていると

いっても私は過言ではないかと確信し、早期実現を切望、定期的に質問をして

まいりました。  

 今日まで（仮称）東西線の建設に向けての平群町としての取り組みの経過は、

平成１１年度に２市４町で組織された郡山土木協議会において、平群町が国道

が１６８号線沿いに、及び国道２５号線の交通渋滞や本町における東西線道路

の必要性を提案、平成１３年度には郡山市と平群町で共通課題としてワーキン

グチームが設立される。平成１４年度にはワーキングチームで必要性、ルート

案など県に相談しながら検討されました。平成１５年度には郡山土木協議会に

おいて、郡山市、平群町との共通要望として奈良県に要望した結果、奈良県は、

トンネル含む約３キロの新設道路となり、必要性や費用対効果を踏まえ、将来

的な課題として考えているとの回答でありました。  

 また、平成１６年から平成２８年度の１３年間は郡山土木協議会において、

郡山市と平群町で共通課題として県に要望されましたが、１５年度と同じ回答

でありました。平成２９年度の郡山土木協議会において、これまで１市１町、

平群町と郡山市の要望事項として県に要望しておりましたが、（仮称）東西線は

県北西部に広域的なメリットが期待されることから、本総会により２市４町の

要望事項として奈良県に要望されました。引き続き平成３０年度も２市４町の

要望事項として奈良県に要望されました。  

 令和元年の７月１６日に郡山土木協議会が開催されました。県に毎年（仮称）

矢田山に東西線道路の事業化を要望していただき、本当に私は感謝をしており

ます。昨年５月に患者を絶対に断らない、命を救う最後のとりでとして新奈良

県総合医療センターへ平群、生駒市、三郷町、斑鳩町の一部地域、１市３町の

住民は人命救助輸送路が確保され、心強く安心ができます。また、交通渋滞の

緩和を初めとして火災時の緊急輸送路確保、経済発展、日常生活の利便性向上

など（仮称）東西線道路の波及効果ははかり知れないものがあります。（仮称）

東西線道路建設の要望が１市１町で取り組んでまいりましたが、平成２９年度
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より２市４町の要望になりました。町長初め担当職員の努力には改めて感謝を

いたしております。  

 そこで質問をさせていただきます。  

 １、平成２９年度と３０年度の県の回答はどうでありましたか。  

 ２、平成３１年度の郡山土木協議会での（仮称）東西線の取り組みと今後の

見通しについてお聞きください。  

 ３点目、総合スポーツセンターのグラウンドを人工芝に。総合スポーツセン

ターは町民に健康維持、増進、及び心身の健全な育成を図るとともに、スポー

ツ振興、普及、振興に資するため平成８年に総合スポーツセンターが完成、体

育館、グラウンド、テニスコート、ウォーターパークなどを擁した全施設がオ

ープンをいたしました。グラウンド人工芝化によって付加価値を上げて、地域

住民が今以上に親しみやすい地域環境づくりを推進するために提案をいたしま

す。  

 平成３０年度のグラウンドの利用種目の７０％はサッカーで３０％はグラウ

ンドゴルフ、町民体育大会、ソフトボール、くまがしクラブなどが利用されて

おります。現在のグラウンドは１万２，３１２平方メートルで人工芝グラウン

ドを新設すれば大人のコート１面、少年用のコート２面のサッカーコートがで

きます。また、サッカー競技の使用目的を限定しないで、町内子どもの無料開

放、グラウンドゴルフ、町民体育大会、レクリエーションなどの多目的用途に

も利用ができます。  

 現在、奈良県内の人工芝、公共施設ではＨＯＳ生駒、生駒市高山に、それと

奈良県フットボールセンターが田原本町に、橿原運動公園多目的グラウンドが

橿原に、五條市上野公園グラウンドが五條市にあります。御所の朝町にグラウ

ンドがあります。そして下北山スポーツ公園、これも下北山村。など６カ所が

現在設置されております。サッカーは競技人口が多いスポーツで、特に人工芝

グラウンドのマーケットは非常に大きく、今後もマーケットは拡大されます。  

 平群東小学校、平群中学校を卒業されたプロサッカー選手として活躍されて

おります水原大樹、それと都築龍太さんなどの有名な選手も平群町から出てお

られます。現在は、体育施設の管理運営は公益財団法人平群町地域振興センタ

ーで行われております。平群町地域振興センターは平成５年６月３０日に平群

町が出捐金１億円をもって財団法人を設立、その後、平成２５年４月に公益財

団法人に移行され、現在に至っております。  

 そこで質問をさせていただきます。  

 １点目、人工芝設置工事費は財政難の平群にとっては無理な話であると思い

ますが、財政確保として平群町が一般会計予算化せず、平群町地域振興センタ
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ーで予算化していただければよいと思います。総事業費８，８００万円のうち

独立行政法人日本スポーツ振興センターの４，８００万と公益財団法人平群町

地域振興センターの出捐金、１億円のうち４，０００万を支出をすれば工事費

はでき、平群町の財源には影響は出ませんが、どうですか。  

 ２点目、財団法人設立に当たって出捐金１億円は使途などの指定正味財産が

あったのかなかったのか。  

 ３点目、なかった場合、公益財団法人公益目的支出計画実施による基本財産

となり、公益財団法人の意思決定で処分できる財産と思いますが、いかがです

か。  

 ４番目、スポーツ施設の年間指定管理費は今現在、平群町では８，０００万

円で、そのうち使用料の収入見込みで３，０００万、差し引き５，０００万円

が委託費であります。平成３０年度の総合スポーツセンターのグラウンド使用

料は約６０万円でありましたが、県内の人工芝設置されておられる６カ所のグ

ラウンド収入は年間約６００万から１，３００万、よって本町のグラウンドに

設置されれば町からの委託料が減額が期待されると思いますが、いかがですか。 

 ５番目、人工芝が設置された場合、予想される問題点はどんな問題点がある

でしょう。  

 ６番目、人工芝グラウンドが新設されれば新たな誘客層の獲得となり、とと

もに平群町のＰＲ、そして利用料増が大いに期待されます。行政法人日本スポ

ーツ振興センターの補助金４，８００万円の申請は１１月ごろまでと聞いてお

ります。財政難の本町にとって財政負担のない公共施設の付加価値アップの事

業であります。早急に平群町は公益財団法人が行う投資事業を速やかに応援す

べきと思いますが、いかがお考えですか。  

 ４点目、公共交通空白地域の解消を。移動手段を持たない住民や運転免許証

の自主返納者、更新できなかった高齢者など移動難民者が増加しています。公

共交通網の整備は緊急課題であります。要は、基本は利用者が求めている地域

公共交通でなくてはなりません。速やかに具体化すべきと考え、デマンド型交

通を導入し、コミバスとの並行運行すべきと毎定例会ごとに質問を行ってまい

りました。６月議会では総務防災課長は、三郷町のデマンドタクシーは平成２

５年度から運行されており、住民からの評価も高いと伺っております。三郷町

のデマンドタクシーは平群町のコミバス運行日数よりも多く稼働し、町の経費

も抑制され、効率的に運行されております。三郷町内全ての方が利用できるこ

とから、公共交通空白地域が解消された交通事業であると認識しています。ま

た、町長は「デマンド交通導入については、現在の交通を維持しながらコミバ

スとの並行運行も考えなければならない。また、導入後の影響も考えて進めて
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いきたいと思っております。なお、財政状況を見ながらプラン策定に取り組ん

でまいります」との一歩前進の回答をいただきました。  

 そこでお伺いいたします。  

 １番、ことしの８月８日にデマンド交通を導入されている大淀町へ先進地視

察に行かれたと聞いております。研修の成果をお聞かせください。  

 ２点目、私はデマンド交通導入については福祉政策の一環として提案してお

りますが、福祉課長はこのことについてどのような認識を持っておられますか。 

 ３点目、デマンド交通導入に向けてプラン策定の進捗状況と今後の取り組み

についてお伺いいたします。  

 以上、大きく４点、明確な御答弁をひとつよろしくお願いいたします。  

○議  長  

 はい、福祉課長。  

○福祉課長  

 それでは、馬本議員の大きな１項目めの中央公民館東側の忠魂碑についての

御質問にお答えいたします。  

 まず、１点目の忠魂碑の借地を現状のまま町が借地するのかについてですが、

この忠魂碑は戦争で亡くなられた戦没者等の記念碑であり、当時役場敷地内に

あったものを中央公民館の新築に伴い移設をされたものであります。長年にわ

たり中央公民館と忠魂碑の底地として民有地をお借りしてまいりましたが、議

員お述べのとおり、現在の中央公民館も５年以内に解体、撤去することから、

基本的には原状回復し、所有者にお返しする必要があると考えております。  

 次に、２点目の忠魂碑の移転先の候補地等についてですが、現在のところ移

転先については未定で決まっていない状況であります。今後、遺族会の意向を

尊重しながら、遺族会とも協議を重ね、移転先の候補地について速やかに検討

してまいりたいと考えております。また、移転時期につきましては、教育委員

会とも協議の上、中央公民館の解体撤去との時期を合わせまして実施してまい

りたいと考えております。  

 以上でございます。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 忠魂碑の件でございますが、現在の忠魂碑は昔、役場ができた当時、こっち

中央公民館建設と同時に移転されたと先ほど言うたようにされたらしいですけ

ども、今、借地をお返しするとおっしゃいましたので、もしも移転するとなれ

ば遺族会の意向を尊重し、移転場所など協議していく、また移転時期について
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中央公民館の解体、撤去に移転を実施すると。四十数年間、忠魂碑と中央公民

館の一部をお借りしていた地権者の方に町の意向を速やかに私は報告してほし

いなと。あくまでも移転する場合は、遺族会の意思を尊重され、無事に移転さ

れるよう願っております。この件についてはこれで結構です。  

○議  長  

 都市建設課長。  

○都市建設課長  

 ２項目めの東西線の建設についてお答えいたします。  

 １点目、平成２９年度と３０年度の奈良県の回答は、これまで開催された郡

山土木協議会の中で２市４町の要望事項として、さまざまな事業効果や広域的

なメリットが期待できることを説明し、（仮称）東西線の整備による費用対効果

の検証等を奈良県に要望してきましたが、奈良県は（仮称）東西線のような大

規模な新規道路の事業化についてはさまざまな効果検証の上、奈良県道路整備

基本計画に位置づけることが必要となり、現時点では非常にハードルが高い事

業であるとの回答でした。  

 ２点目、今年度の取り組み状況としましては、本年６月１９日付けで（仮称）

東西線を初めとする２市４町の要望事項を奈良県に提出し、ことし７月１６日

は大和郡山市市民交流会館にて令和元年度郡山土木協議会総会が開催されまし

た。総会で町長が（仮称）東西線の実現は本町にとって非常に重要な案件であ

るため、ぜひ奈良県において前向きに検討していただくよう要請しました。今

後の取り組みにつきましても当該案件につきましては本町が積極的に郡山土木

協議会を通じ、さまざまな研究や要望活動を展開してまいりたいと考えており

ます。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 １点目については、平成２９年、３０年度の県の回答はどうでしたかという

ことで御質問させていただいた結果、今、課長が御答弁いただいたように非常

にハードルが高い事業であるという御回答をいただいたということ。それは非

常に高いと私も思います。しかし、２市４町の共通要望として提出していただ

いたということに私は、平群町以外の２市３町の首長に対して感謝をしたいと

いうふうに思います。今後もひとつよろしくお願いしたいなと思います。  

 それと、２点目につきましては、今度７月１６日に開催された郡山土木協議

会の総会において、うちの西脇町長が今おっしゃったように初めて御出席され

て、その中で、ちょっと聞きますと、挙手されて、要するに平群町として東西
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線の必要性を熱意をもって訴えられたということをお聞きいたしました。非常

に町長、御苦労さんでございます。初めて出て手挙げるというのは非常にね、

やっぱりそれは私は評価すべきやと思う。できるまで、実現するまでその熱意

を冷まさないようにひとつ町長、よろしくお願いしたいなと思います。  

 それと、まず１点ね、事務局の担当でございますねけどね、一日も早く奈良

県道路整備基本計画に（仮称）東西線が組み入れてもらうように、今後もひと

つ町長初め関係職員の皆さん、よろしくお願いしたいなと思います。  

 私の２点目の質問はこれで結構でございます。  

○議  長  

 政策推進課長。  

○政策推進課長  

 それでは、馬本議員の御質問でございます総合スポーツセンターのグラウン

ドを人工芝につきまして、財政の関連と、あと地域振興センターの関連ござい

ますので、１点目から３点目までの御質問につきましては私のほうで御答弁申

し上げます。  

 まず、１点目の人工芝設置工事に係る町財政の影響についてでございます。

総事業費の捻出といたしまして、日本スポーツ振興センターからの助成金を地

域振興センターが直接受け取り、残額を地域振興センターの財産から充当する

ということでございましたら、町が予算措置をする必要がございませんので、

工事費用に関しては町の財政上の影響はないと理解をしておるところでござい

ます。  

 次に、２点目の地域振興センターの設立に際しての出捐金の使途指定につい

てお答え申し上げます。この出捐金につきましては平成５年度から７年度にか

けて合計１億円を町から地域振興センターへ出捐いたしました。当時、旧の民

法３４条に基づく財団法人の設立のための出捐金であり、個々具体的な出捐金

の使途指定は行っておりませんでした。あわせて地域振興センターにも確認を

したところ、法改正によりまして、改組ということで平成２５年４月に公益財

団法人へ移行した際もこの出捐金の使途指定については行っていないとのこと

でした。  

 続いて、３点目の出捐金の処分についてでございますが、一般的に言われて

ることでございますが、出捐金については財団法人の財産として、その法人に

帰属し、出捐した地方公共団体には原則として、出捐したことにより得られる

具体的な権利はないというふうに解されております。また、出捐金は性格上寄

附金として解され、地域振興センターの基本財産として出資をした出捐金の返

還を町は直接的に求めることができないことから、この出捐金につきましては
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地域振興センターが行政庁との協議を行い、法律や定款に基づき、評議員会、

理事会の議決を経て処分できる財産であると認識をしておるところでございま

す。  

 以上です。  

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 それでは、馬本議員の３項目めの４点目から６点目の御質問に教育委員会よ

りお答えをさせていただきます。  

 まず、４点目の人工芝の設置に伴い使用料収入が増加すれば指定管理委託料

の減額が期待されるのではについてのお尋ねですが、現在、指定管理者である

地域振興センターとの基本協定では指定管理料の精算は基本的には行わないと

の取り決めがなされており、以前にも太陽光発電設置に伴い、発電量分の減額

を行った経緯もあり、指定管理者との協議により減額は可能であると考えてい

ます。  

 次に、５点目の人工芝が設置された場合、予想される問題点についてのお尋

ねでございますが、本年７月中旬に地域振興センターより総合スポーツセンタ

ーグラウンドの芝生化について事務レベルでの提案がありました。人工芝化に

伴う問題点や課題といたしましては、町民体育大会開催時に懸念される問題で

ありますとか、現在一部駐車場として利用しております駐車機能の問題、また

管理面での耐用年数の費用負担の問題、そして施設利用での靴、スパイクの使

用の制限の問題などを提起する中で、地域振興センターからの回答に基づき話

し合いを行い、まだ詰め切れていない問題についても今後協議を進めなければ

ならないと考えております。  

 次に、６点目の日本スポーツ振興センターの補助申請が１１月までと聞いて

いるが、町の財政負担がない公共施設の付加価値アップの事業であるので、平

群町としても応援すべきではについてでございますが、議員の質問にもありま

したように、１１月が日本スポーツ振興センターｔｏｔｏ助成の申請時期と聞

いております。今後、グラウンドの人工芝化について地域振興センターと協議

を重ねる中で多くの問題や課題をクリアできることになれば教育委員会としま

してもサポートしていきたいと考えております。  

 以上、御答弁とさせていただきます。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  
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 １点目につきましては、要するに平群町の予算化一切する必要ないよという

ことで、公益財団法人の地域振興センターで予算化され、そこで執行、工事も

されるということを御答弁いただきました。私もそのように認識しております。 

 ２点目、３点目につきましては、出捐金、１億円のこの件のお金なんですけ

ども、用途指定の出捐金ではなかったということであった結果、地域振興セン

ターの基本財産となり、地域振興センターの評議員会、理事会の議決によって、

その出捐金は処分されるということで今おっしゃっていただきました。私もそ

のように認識しております。  

 次、４点目、グレードアップによって指定管理料の減額が期待できるかって

いう話でございますが、一部可能性も期待できるということでおっしゃってい

ただきましたんで、そっちのほうはまた、できた場合、ひとつよろしく地域振

興センターと教育委員会と御協議いただきますようお願いを申し上げます。  

 ４点目の教育委員会として詰め切れてない問題点はということで、７月中旬

にいろんな協議をされたと。まだ詰め切れてない問題がしばし残っております

という御返答でございました。今後、教育委員会と地域振興センターと、よく

その教育委員会の問題をクリアしてもらうようにお願いしたいと思います。  

 ６点目については、教育委員会は問題点がクリアできれば人工芝化について

そのようにサポートしていくというような回答をされましたが、この件につい

て、再度お聞きいたします。ここで大事なのは教育委員会は問題点がクリアさ

えできればということでございましたんで、教育委員会としては人工芝化につ

いては賛成でございますか。それとも反対でございますか。率直な御回答くだ

さい。  

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 それでは、再質問にお答えをさせていただきます。  

 教育委員会としてはどう考えておるのかということでございますが、教育委

員会といたしましては、町負担の財源ももう必要のない事業でございますので、

全ての問題や課題がクリアされることになれば賛成の立場ということになりま

す。  

 以上でございます。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 教育委員会としては財政的なものも伴わへんし、付加価値も施設が向上する
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ということ、付加価値上がるということで教育委員会では賛成いたしますと、

しかし、一定のものをクリアできればということ、御回答、今いただいたんで

すけども、ということはね、賛成していただいてるということは、教育委員会

と地域振興センターとともに、ともにですよ、その問題点に取り組んでいただ

けますか。どうですか。  

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 お答えさせていただきます。  

 問題点ていいますのは、総合スポーツセンターグラウンドを今現在利用され

ております体育協会の方々の、各種団体の皆様方でありますとか、実際にグラ

ウンドを使用されております協議団体の皆様の御意見ですね。意見聴取が大変

重要なことだと思っておりますので、今後その部分も迅速に確認をしてまいり

たいと思っております。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 もう簡単な話やで、僕言うてんのは。要するに一番最初言うたのが地域振興

センターが問題点をクリアしたら人工芝化にやりますよという話。それは私は

おかしいと思うたんで再度お聞きした。ほな、どうですか、賛成ですかったら

賛成っておっしゃった。となれば、教育委員会も地域振興センターも問題点を

ともにその辺クリアしていくようにやります。ほんで何とかこの人工芝化を平

群町に付加価値をつけるように努力しますとおっしゃっていただくのが教育委

員会の立場と思いますねけど、どうですか。改めてもう１回聞きます。  

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 そうですね。１１月申請というタイトなスケジュールになっておりますので、

地域振興センターと話し合いを詰めて、ともに進んでいきたいと思っておりま

す。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 非常に心強い、松村課長おっしゃっていただいて、地域振興センターと教育

委員会とともにやって、教育委員会がこのグラウンドに対しては人工芝化をす
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るという認識で協議していくということ、取り組むということをおっしゃって

いただきましたんで、ひとつよろしくお願いを申し上げます。  

 この件については議長、これで結構です。  

○議  長  

 総務防災課長。  

○総務防災課長  

 それでは、馬本議員の大きな４点目、公共交通空白地域の解消ということで、

その中で御質問の小さな１点目、３点目について総務防災課のほうから御回答

させていただきます。  

 まず、１点目でございます。大淀町は人口が１万７，５００人で面積は約３

８平方キロメートルの町です。公共交通は近鉄吉野線が東西に横断するように

走り、奈良交通の路線バスが大淀バスセンターを起点に運行しています。町の

コミュニティバスは平成１４年度より無料で運行を開始しましたが、市町村有

償運送事業が認められ、平成２８年３月で一度廃止され、同年４月より１乗車

１００円のよどりバスという名称で小型バス３台による２ルートの運行を再開

されました。また、デマンド交通は平成２８年度に試行運行を開始し、平成２

９年度からは本格運行となり、１乗車２００円のよどりタクシーという名称で

区域を限定し、２台で運行されております。大淀町では現在のコミュニティバ

スやデマンド型交通を継続していくために、ほかの交通に影響を与える可能性

のあるドア・ツー・ドアの事業化は難しいと位置づけられ、高齢者等の移動の

支援のため福祉分野とも連携して進めていきたいとのことでした。  

 次に、３点目の御質問にお答えさせていただきます。  

 まず、平群町におけるデマンド型交通の導入に向けての基本的な考えについ

てであります。まず、明確にしていかなあかんことなんですけども、まず一つ

目としまして、既存の公共交通やコミュニティバスへの影響を最小限に抑える。

それから二つ目、各公共交通機関の役割分担を明確にする。それから３点目と

しまして、町の財政状況を見極めながら進める。４、運行は町内全域とすると

し、利用条件につきましては一定の年齢条件を設定し、それ以外では運転免許

証の自主返納者や障がいの程度などを考慮したバスの乗降が困難な方などで事

前に利用登録をしていただくことを想定しております。  

 また、導入費用につきましては現在試算中ですが、次のような想定をした場

合ですが、車両２台、１日６時間運行、年間２４０日運行したとしまして、年

間約１，２８０万円程度の経費が必要となります。運賃としましては１乗車５

００円、１日の乗車人数が１８人程度と見込んだ場合、約２２０万円の運賃収

入になります。実質経費は概算で約１，０００万円程度になるのかなというふ
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うに考えております。そのため、現在本町における財政状況は大変厳しいとい

う状況でありますので、デマンド型交通の導入につきましては財源を確保する

ことが必要不可欠となってまいります。今後もさきに述べましたような基本的

な考えをクリアできるように検討を重ね、プランの素案を作成し、さらに内容

の精査等を進めてまいりたいと考えております。  

 以上でございます。  

○議  長  

 福祉課長。  

○福祉課長  

 それでは、福祉課から２点目のデマンド交通導入の福祉課長の認識について

の御質問にお答えいたします。  

 高齢者の外出支援については地域の大変大きな課題であり、どのようなサー

ビスを実施し、またどのように展開していくかが重要であると考えています。

福祉の立場からの回答となりますが、デマンド交通が導入できればコミュニテ

ィバスや福祉有償運送などに加え、それぞれの使用目的に応じた選択肢がふえ、

外出支援の拡大につながることから、高齢者や車を運転されない方などにとっ

ては意義のあるものと認識をしております。  

 以上でございます。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 １点目につきましては、大淀町へ公共交通会議の方初め先進地視察に行って

いただきまして、この場をお借りいたしまして本当にありがとうございました。 

 次、ほんで２点目でございますが、今、福祉課長は福祉政策の一環としてデ

マンド交通導入は意義あるものと認識している。いいことですねということで

す。と御回答いただきました。私は福祉課長はよく御理解していただいてるな

というふうに思っております。  

 次、３点目でございます。最終的にいろんなプラン、いろいろしましたと。

平群町もプランをした結果、プランはプランやけど素案の作成ですと。まだ導

入に向けての素案のプランですよということでおっしゃってると思いますねけ

ど、今後、内容については精査をしていくということで回答をしていただきま

した。  

 そこでちょっとお聞きします。１点目、２点目の話はもうそれで結構です。

３点目について。きのう井戸君の公共交通の関係で、たしか今、平群町は地域

公共交通の維持をしていくと。今の現行。そのように御答弁されたというふう
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に思いますが、その考えは間違いないんですか。  

○議  長  

 総務防災課長。  

○総務防災課長  

 現在のところ本町の公共交通については維持をしていきたいというふうな考

えを持っております。  

 以上です。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 ちょっと調べました。平群町ね、平群駅前にあった、常駐してたタクシー、

今ありますか。６月１日から撤退してるでしょ。それで現状の公共交通の維持

という御答弁ようされたな。それと、名前は言わないけども、タクシーさんは

今、斑鳩町に事務所ないでしょう。郡山営業所へ持っていかれたという話。そ

れと営業所の管轄の中に２１台あったタクシーが９台に減便されたと、６月１

日から。こういうことを聞きましたよ。あなたたちはきのうどういうふうに言

ったの。近畿鉄道ってね、そっから路線バス、ＮＣバス、タクシー、コミュニ

ティバス、今、既存の公共交通の維持をまず原点としてより一層の精査をしな

がらこれ、やっていきますっておっしゃったけども、その点、６月１日から平

群町からタクシーなくなったの御存じですか。  

○議  長  

 総務防災課長。  

○総務防災課長  

 その点につきまして、６月の公共交通の会議の中でそういったことの話があ

ったということ、そのときに認識したという状況でございます。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 僕の質問ちゃうかったら井戸君にそんなこと言うたらあかんやん。そうやっ

て井戸君にその旨言うてたやん、きのう。今の現状を維持してより一層やって

いくと言うたやんか、全然話ちゃうやん。まあ、それはそれで置いときましょ

う。  

 でね、今一つの素案やね。平群町のデマンドタクシーの年間試算として年間

２台、そのデマンド型タクシーを配置しますと。それで１，２８０万ぐらい大

体かかりますよと。収入は２１６万、まあ１，０００万そこそこ２台でかかり
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ますよという一つの案出してもうてんけど、そしたら聞きます。三郷町、今、

デマンドタクシー何台出して、何ぼの委託料の払うて、それと収入が幾らあっ

て。それ、ちょっと言うてください。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 よろしいか。  

○議  長  

 はい、どうぞ。  

○１２番  

 僕、言います。三郷町はね、５台。年間４台から５台。年間約２，２００万。

収入が約８００万。実質運行経費は１，４００万ですねん。うちの２台で１，

０００万でっか。向こう４台か５台で１，４００万。まあ運賃料金の関係もあ

るでしょう。それはそれで間違いないですか。どうですか。  

○議  長  

 総務防災課長。  

○総務防災課長  

 一応１，０００万というのは仮定の運賃収入を引いたという数字になります。

バス２台で２４０日運行して６時間ということで、これ、１台当たりの、タク

シーという形になるんですけども、借り上げということで、一応見積もりをい

ただいた上での試算ということになりますんで、よろしくお願いします。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 何回もこの質問さしてもうてね、最終的には財政的なことも鑑みながらって、

いっつもこれ、最後おっしゃるねん。だからね、財政厳しいからってもう最後

はそれ、いつも。そこで、１，０００万出たらええねやろ、平群町。町長、聞

いててや。毎年予算計上していた人権交流センター運営費は複合施設となるこ

とにより１，２００万が削減されます。平成３０年度の人権交流センター運営

費の決算では総事業費は２，２００万、県からの運営補助金６２０万、使用料

１６万円、差し引き１，５８４万円でありますが、今度、若井の集会所をお借

りして一定の事業を、今までの事業をしようと思っておりますので、それを町

単独とすれば、令和２年度は若井集会所をお借りして運営すれば約３５０万円

で運営できると思います。私の試算ですよ。よって１，２００万円が削除され

ます。この財源をデマンド交通の運営の財源とすべきと思いますが。あんた、
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１，０００万で２台来んねやろ。楽に運営できるやん。どうでっか。  

○議  長  

 総務防災課長。  

○総務防災課長  

 今おっしゃられました来年度から人権交流センターがなくなるということで

の費用不要でありますけども、おっしゃるとおり、それぐらいの費用が減額に

なるのかなというふうに思っております。ただ、全体にまた来年度から新たな

文化センターもスタートするという中での経費も考えますと、きっちりそうな

るのか、ちょっと私もまだ疑問なところも少し持っております。これ、１，０

００万という話でありますけど、あとですね、乗車人数が、もちろん収支率が

上がれば、これについてはもう下がってくるというふうな見込みもございます。

ですんで、財源的には、数字的にはそれぐらいなのかなというふうに思うんで

すけども、町全体の財政ということで考えていくと、少しまだ難しいのかなと

いうふうな考えはしております。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 今、ちょっと失礼な話やけど、あんた収支率って言うたな。今、コミバス、

何ぼの収支率あんねん。言うてみ。  

○議  長  

 総務防災課長。  

○総務防災課長  

 今２ルートあるんですけども、収支率のほう、一応２ルート合計で７．９％

ということでございます。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 三郷町のデマンドタクシーの収支率は。  

○議  長  

 総務防災課長。  

○総務防災課長  

 きっちりした数字じゃないんですけど、三十五、六％だったかなというふう

には認識しております。  

○議  長  

 馬本君。  
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○１２番  

 先ほどからいろんな一般質問でも、投資効果率は何ですかってそんなことば

っかり言うてはんねん。コミバス１台で平群町のデマンドタクシーが２台雇え

んねん。３台あったやつが２台になってんねん。もうそこだけで１台いけたわ

けや。デマンド導入でけたわけや。まして、今度、人権交流センターのほかの

お金が要りますって、どういう金要んの。例えば、言うときますよ。今度、（仮

称）文化センターへ人権交流センターの部屋一つあります。そこへ常勤します

か、職員。しないでしょう。恐らく館長が兼務されると思いますよ。その事業

について、こんなもう昔のこと言うのは嫌やけど、私も平群の人権交流センタ

ー運営審議会の会長させていただいて、長い歴史のある今の施設を撤去すると

いうことについて委員会でどれほど皆さんにいろいろな御意見あって、いろん

な御意見ももらいながら岩﨑町長との覚書もし、やってきた関係なんですよ。

今度文化センター行ったって経費要らないと思いますよ。お電話代ぐらいちゃ

いまっか。電話、内線でいけると思いまっせ。あと何要りまんの。  

 課長ね、私がこういうふうに提案して、財源ここにあるでって。町長、聞こ

うか、ほんなら。川西課長、何かあるか。毎年計上してたやつやで、今度おん

なじ事業、今度、若井の総代さんに覚書書、町長と書いてもうた覚書書あるわ

けや。あこをお借りして、指定管理されてる若井集会所をお借りして、そこで

一定の業務をするねん。そこへ臨時職員も置いて。それも置いて大体やったら

３５０万でいけんねん。なかよしクラブさんとかね、いろいろあんねん、あこ。

それの人らにもずっと来てもらわなあかんねん。そのためには職員がおるねん。

それ入れたって３５０万やで、わしの積算で。これ、１，２００万、この金を

こっち持ってきてくれはったらどうですかって。  

 これ、あなたが１，０００万という積算、これ、したね。１，０００万ね、

これ、試算、２台で。そら２台が３台になるんか知りませんよ。私の提案おか

しいですか。財源のお話。おかしかったらおかしいと言ってください。  

○議  長  

 総務防災課長。  

○総務防災課長  

 財源につきましては、決しておっしゃってることは間違いというふうには思

っておりませんので、それぐらい浮いてきた部分というのは減額されるという

認識はしております。ただ、来年度から新たな文化センターできまして、公民

館の機能、それから観光文化交流センターの機能であるとか図書館と、いろい

ろ大きくなるという、そういったランニングコストも含めまして、まだまだ未

知数の部分があるということで、財政的には今のところはちょっとはっきりし
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た回答はできないということでございます。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 何か変なこと言うたなあ。事務所にランニングコスト要るのかい。あなた、

ほな、今度、図書館もランニングコスト、取んのか、使用料。そんなん維持費

やんか。クーラーとかそういうことだけやろ。人は置かない、電話は内線。何

がランニングコストやねん。それは使用される、お部屋を使用される、また大

ホールを使用される方について、ランニングコストについてそれを生み出して

いこうという、こないな積算を教育委員会出してはったんちゃうの。それが年

間３００万ぐらいあるよって。実質７，４００万から８，０００万かかんねや

ろ。そのかわり言うとくよ、その事業はするねんで。うちの若井のほうで。今

までやってきた事業、しない事業もあるけども、地域の方の今ある中に町長と

の撤退についてのお約束があったわけや。そこでさせてもらうねや。ほんなら、

今まで小地域ネットワークやってはってんやん。どこですんねや。うちの集会

所ですんねや。そこには臨時職員を雇うねん。来てもうて、それで今そろばん

もする、習字もさせてもらう、子どものためにもなる、そういうことして３５

０万から４００万あったらいけんねや。私が考えて生み出してきたやつに対し

て、何がおかしい、これ。もしも文化センター建ってなかったら毎年要る金や

で、これ、２，２００万。６００万は県がくれる。もともと８００万の県から

あってんけどな。まあ、それは別として。じゃ、今度１，２００万ほど浮きま

すよて。その中でこのお金をデマンド交通導入に入れていただいたらどうです

かって提案させてもうてんねけど、そこで町長にお聞きします。町長、お聞き

しますよ。デマンド交通導入についての決意は変わってませんね。  

○議  長  

 西脇町長。  

○町  長  

 馬本議員の質問にお答えさせていただきます。  

 デマンド交通、確かに福祉の観点から言えば、それはやっぱり利便性は向上

するというようなことはわかります。導入に向けてということですけども、検

討はしてはおりますけども、やはり町財政のことというようなことが必要にな

っております。そのことも鑑みながらそれは検討していきたいというふうに考

えております。  

○議  長  

 馬本君。  



 

－１９４－ 

○１２番  

 町長ね、あんたそんなことよう言うな。これ言うで。いつも、この間も出た、

これ、８月末ではな、１万８，８２７人の人口で６５歳以上は７，０６９人、

３７．５％の高齢化率。それからこの間も言うた免許証返納されたことに伴い

バスの無料券申請されてる方が今、２８年からことしの９月１０日までに１６

４人おいでになってる。無料券、申請されてない方も想定して、大体年間５０

人ほど、要するにそういう方が、移動困難な方が出てくるわけや。西脇町長、

よう読んでや。聞いててや。西脇町長は町長選において、安心・安全なまちづ

くりとして生活に寄り添った利用しやすい地域公共交通施策に取り組んでまい

りますとあなたは公約されましたが、これは住民との地域公共交通施策の約束

を改めてお聞きしたい。  

○議  長  

 西脇町長。  

○町  長  

 この間の町長選挙におきまして、私の選挙公約として生活に寄り添った利用

しやすい地域公共交通に取り組むと、こういうのを確かに公約に掲げておりま

す。それは事実でございます。ただ、公共交通というのはやはり現存する公共

交通を守り育てていくことが必要であります。そして、財政状況を鑑みながら

よりよい公共交通導入に向けての努力はしてまいります。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 またややこしいこと言うな、それ。現在の公共交通、その現在の公共交通の

維持って減退してんのやがな。駅前からタクシーがなくなった。これ、一つ減

退や。３台あったコミバスが２台になった。これ、一つ減退やんか。何が維持

や。そやから、私は育てるて、育ててないやんか。育てたらそんなの３台が２

台になれへんがな。ほんでタクシーかてなくならへんやん。そのために、ため

にやで、町長、ためにデマンド交通どうですかとこう提案してんねん。だから、

そのために毎年予算計上してる人権交流センターの運営費の維持、向こう行っ

たことによって約１，２００万ぐらい削減されますよて。この削減をそこへ補

填されたらどうですかと、こんな提案させてもうて。町長、それでもまだ財源

問題とか言うか。  

○議  長  

 町長。  

○町  長  
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 確かに馬本議員提案いただきました人権交流センター、これの廃止分による

財源というのはやっぱり生み出されております。ただ、今議会でも決算の中で

も明らかになりましたように、平成３０年度、実質単年度収支でも１億４，７

００万円の赤字というのが出ております。やはりこの財政状況も考えていかな

ければならないというふうには考えております。今後もまた駅周辺整備事業の

精算による損失補償、また地方債残高も１４５億円という形で将来負担率もど

んどん高くなっております。毎年１１億円は返すという公債費の負担もふえて

おります。こういうこともやはり、考えていかなければならないと。やはり平

群町町民１万８，８００人の町民の皆様方のことも考えていかなければならな

いと。やっぱり町財政、というのは非常に重たいものがあるというふうに考え

ております。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 町長、きついこと言うよ。それがわかってて、あなた立候補されたんでしょ

う。違うの。私いつも言うねん。町長へ立候補する以上は資産も受け継ぎます

よって、負債も受け継ぎますよって。そのときあなた副町長やったんちゃうの、

岩﨑町長のとき。そんなんわかっとる話ちゃうんか、財政の運営は。毎年、中

央公民館で１１月ごろ町長、住民寄せて町長、説明しはるやん。住民説明会さ

れてきはったやん。私言うてんのは、これ福祉施策の一環やで。勘違いしたら

あかんで。三郷町はゼロ歳から乗れんねで。平群は一定の年齢からしはったら

どうですかと、こう言うてんねや。登録制度にしたらオッケーや。まして、こ

れ言うたら悪いけど、ほんなら今までな、正直な話、駅前開発でもいろいろ問

題ありまっしゃろ。けれども、俺、この間賛成討論させてもうたときに、町は

最後まで責任持ってやらなければならないということも私、言うたやろ。それ

は受け継いだ町長としての責任やん。責務やん。町長、こんだけね、奈良県下、

生駒郡の中で広域７カ町の高齢化率の高いこの平群町ですよ。皆お年寄りの方

どうしはんの。夏は暑いのや、買い物行くの見てたったら。  

 あなた、この間大淀町へ行ってくれはったやろ。あれは街、市街化やな。要

するに団地とか大きい街のところはコミバスは運行し、それ以外はデマンドタ

クシーを運行されてるんでしょう。それもあこはちょっとやり方違うて、路線

バスやね、路線バスの停留所まで来てください。そっからデマンドタクシーが

そこに迎えにくんねんな。そういうやり方を大淀町はされてるわけや。それは

何も批判してんのちゃうねんで。批判してないよ。そこはそこのやり方、平群

町は違うでって。井戸君も言うたやん。高低差のある団地ようけあるやん、平
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群町。お年寄りは待ってくれないよ。きょうあすの買い物の話やで。生活を、

一般的な日常生活する、生活のことで皆、要望あんねで。町長、１，０００万

の金ね、言うときまっせ、これ、政策したとこであんた、平群町潰れんのかい。

それ言うて。  

○議  長  

 町長。  

○町  長  

 １，０００万で町は潰れるかということで言われますと、１，０００万円で

はやっぱり潰れることはないと思うんですけども、やはりいろいろ歳出の積み

上げというのが必要になってくると思います。そのことについて、やはり町財

政に与える影響っていうのが個々個々に見ていけば、大きく積もってきたら、

やはり財政も悪化するというふうに考えております。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  

 町長、さっきね、要するにね、平群町、もっとよそから来ていただきましょ

う。人口減をとめましょうという政策、皆言うてはんねん。あなた一生懸命に

答えてんねん。定住促進のあれも皆答えてはんねや。そらそんでええねん。そ

ういう政策。ほな今住んではる人ね。特にお年寄り。日常生活に支障を来しは

って、ほんで免許証返納しはった人に日常生活に支障来してもええのかいな。

あなた好きなようにしなはれやって。病院行くんやったら、そんな遠いとこか

ら、あかんかったらコミバスに乗ってきいやって。コミバス走ってないとこ、

どないすんの。歩いてきなはれ。１人住まい、ましてや２人住まいとかいては

るわけや、今、町長。金があろうがなかろうが、福祉政策っていうのはそんな

もんちゃうで。勘違いしたらあかんで。私の考えは。福祉政策やて、私言うて

んの。普通の、例えば、道路をここ新設しましょうとか、そんな話ちゃうねん

で、私言うてんのは。福祉政策はそんなもんちゃうと。皆一緒。そやから皆お

年寄りなりますのや、町長。そやから一日も早くな、これは町長、早急にもう

対応しやんなら大変と思いまっせ。  

 私もね、はっきり言うときます。三郷町の運転手に聞いてきました。このデ

マンドタクシーを運転してはる人に２時間ほど聞いてきた。どない言わはった。

物すごい喜んではんねんて。「ああ、よう兄ちゃん来てくれた」って、「暑いの

にな、すまんなあ」って。「コーヒー１杯なと飲んで」ってな、缶コーヒー一つ

なとくれはんねんて。３００円、どうぞどうぞって。よう来てくれたって、う

れしいわって、涙ながらに語られる住民もいてはったいうことや。  
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 町長、福祉政策は、財政はそりゃ破綻したらあかんで。けれども、福祉政策

の１，０００万円やそこらぐらいはな。コミバスかって福祉政策の一環やろ。

２，０００万やで、あれ。大体１台１，０００万の負担してんねんで、町長。

２台で２，０００万負担してんねんで。１６０万か１７０万しか入ってけえへ

んやろ、収入。町長、もう１回な、財政的なもん、そら町長としては財政的な

もんはそらようわかりますよ。けど、もっと原点に帰ってな、町長、住民に、

特にお年寄りの障がい者の方、また、そうして免許証返納されたが「ああ平群

に住んでよかったな」って言うてもらえるような政策一つなっとしなはれよ。

私言うてることおかしいか。１，０００万そこそこでできるやんか。ほんで、

ましてわし、これ、人権交流センターのこの決算書から出してきてるやん。あ、

やめたら得でっかって、そうなんのか。何、ランニングコストがかかるって。

何かかんねんて。使うたらクーラーとか電気代要るだけやんか。あと何要んの。

事務所置いとくだけで人も要らんと。町長もう１回な。  

 ほんで、川西課長、言うたん、どうやの。内容精査して、今の内容をもっと

精査していくということを御答弁いただいてんや。町長、この財政問題こうあ

ってね、精査、これ、建前でしゃべってはんのかいな。定例議会ごとに。これ

が払拭せえへんかったら、本当に具体的に入られへんのかな。結論は財政がな

いからでけへんのかいな。  

○議  長  

 西脇町長。  

○町  長  

 やはり財政のことを鑑みながら進めていかなければならないということで、

やっぱり全体的な予算のこともありますし、それについては福祉の施策という

のはもう重々承知をしておりますけども、やはり財政というのは切っても切り

離せないような状況にあるというようなこと、考えております。  

○議  長  

 ちょっと待ってください。馬本議員、すみません。答弁がもう１３回を超え

ています、こっち側のね。馬本議員の思いもいろいろとわかるんですが、平行

線になっていますんで、その辺考慮して質問お願いいたします。馬本議員。  

○１２番  

 私はね、議長、角度違った質問してんねん。勘違いしやんといてや。  

 

発言する者あり  

 

○１２番  
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 何言うてんの。  

○議  長  

 静かに。静かにしてください。  

○１２番  

 あのな君、いつでも文句あんのか、自分。  

○議  長  

 馬本議員、静かにしてください。答弁がちょっと平行線、同じ答弁が続いて

ますんで。  

○１２番  

 いや、わかってる。財政ないって言ったから、財政をわしは提案し、政策ど

やと政策もし。  

○議  長  

 馬本議員のいろいろ考え、それもいろいろあると思います。そのことについ

ては何ら問題ないんですけど、答弁がちょっと平行にして。  

○１２番  

 山口君、覚えとけよ。今度、おまえ同じことを何回もやったら、言うで俺。

議長に言うで。俺は違った角度でしゃべってんねん。それと、自分、マナー悪

いで。マナー悪いで、終わってから言いなさい。あんた議長ちゃうんやから。  

 

発言する者あり  
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 終わってから言いなさい。今、議長から言うたんやから。あんた議長ちゃう

んやから、しゃべるな。  

 結論言うてください、町長。結論。デマンドタクシーするのか、しないのか。 

○議  長  

 西脇町長。  

○町  長  

 デマンド交通の導入に向けたプランの策定については引き続き行ってまいり

たいというふうに考えております。その後、路線バスやコミュニティバスに与

える影響、財政状況を見ながら引き続き検討をしてまいりたいというふうに考

えております。  

○議  長  

 馬本君。  

○１２番  
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 それでね、おんなじことばっかり繰り返していただいたら結構なんですよ。

私は１２月議会、またしますよ。これは住民の願いやで。私の願いちゃうで。

住民がそのようにずっと言うてはんねん。それだけ認識してや、町長。そやか

ら今度、今、財政についても１，０００万出してきたからな。議長は平行線た

どってると言うてはるから、それはそんで、きょうは議長の顔立てて、議長、

整理権持ってはるからな。それはそんでよろしいよ。けれどもな町長、私はず

っと行くよ。それだけ明言しとくよ。そやから一日も早く。例えば６５歳以上

の高齢者の方。並びに免許証返上された方、そして障がい者の方が常に電話１

本して目的地まで運んでいただく乗り合いのデマンドタクシーを一日も早く導

入していただきますように、具体化するように私は祈念をして、この一般質問

を終わります。  

 以上であります。ありがとうございました。  

○議  長  

 それでは、馬本君の一般質問をこれで終わります。  

 ここで職員が入れかわりますので、しばらくお待ちください。  

 静かにしてください。申しわけないです。まだ休憩中違いますんで。  

 続きまして、発言番号８番、議席番号２番、長良君の質問を許可いたします。

長良君。  

○２  番  

 どうぞ皆さん、よろしくお願いいたします。先輩議員の熱意、思い、すごい

なあと思って、沈む気持ちを抑揚しながら僕は僕なりに町、皆さん手伝ってい

ただいて、喜んでいただけるようなまちづくりをまた４月から初めて寄せても

らい、質問させていただきたいと思います。御答弁どうぞよろしくお願いいた

します。  

 私、４月２１日に選挙通していただいてルーチンのようにお願いしている、

質問させていただいております学校における働き方改革、そして、家業として

いるバラ農業、その関連にまつわりまして平群町の農産物並びにＰＲ事業につ

いて。それと、３点目は本当に大変な平群町の財政事情について。この３点を

今回の９月議会の質問とさせていただきたいと思います。どうぞ皆様よろしく

お願いいたします。  

 まず、第１点目は、前回の６月議会で質問させていただきましたＩＣＴ教育

の充実。また、１学期が終わりまして通知表の作成、また、子どもたちが次の

世界を目指して感じていかないといけないという観点から外国語の教育などに

ついてさまざまな分野で充実を図っている状況を答弁いただきまして、感じさ

せていただきました。これからも教育環境を安定化し、保護者の方々が安心し
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て、子どもを小学校、中学校へ送り出していただけますよう、よろしくお願い

いたします。  

 この夏も本当に暑うございまして、きのうきょう、ちょっと涼しくなってき

ましたが、体にこたえる環境の熱中症など健康面でも不安を感じるここ近年、

中学校では空調設備を充実させていただいて、子どもたちの学校生活を満足さ

せるようにクーラーつけていただいたりして、工夫していただいてると感じて

おります。少子・高齢化の流れから平群中学校に通う子どもたちの人数も少し

ずつ減少傾向が続き、少しずつで残念なんですけども、クラブ活動も縮小化さ

れてきたり、いろんな問題出てきて、放課後活動もなかなか満足できるような

状況ではないようです。先生方も一生懸命子どもたちを社会に返す、そのため

に教材の準備や放課後活動の指導など、ゆとりのある労働条件ではないと感じ

ながらも懸命にやっていっていただいていると私、子どもを学校に送るとき、

いつも感じております。ある程度の規模にならなければ、クラブ活動やいろい

ろな面において的確に適正規模などいろんな観点から考えてなかなか乗り切れ

ていかないんじゃないかなとそう感じております。その中で一番大事なのは教

えていただく、師と仰ぐ教師、その方々が心豊かに余裕を持って充実した形で

子どもたちの目を見れるようなそんな環境が大切だと思っております。  

 ここでお聞きさせていただきたい。先生方の環境を充実させるような改革が

必要だと考えますが、どのような取り組みをされているのか、お答えください。 

 続いて、２点目です。平群町の農産物のＰＲ事業についてでございます。私、

家業としてバラ園を手伝いながら、日々、環境を見、平群町の農産物どんどん

どんどんＰＲして、やっぱり喜んでもらって、近郊生産地として充実した生活

を送れたらなと思い、日々生活しております。平群町には山に囲まれて、近郊

生産地として大阪からも近く、鮮度のいいものを提案できる地域に暮らしてお

ります。イチゴ、ブドウなどの果樹、小菊、バラなどの生花。親しまれてるも

の、たくさんございます。農業従事者も北海道から沖縄までの農業経営者さん

では高齢化の波が進む中、まだまだ近郊の生産地に若い担い手がつき、平群町

のバラ園就農者も４名の方々、４０代から５０代と後継者も充実しております。

その中でいろんな難問を乗り越え、充実されるよう小菊の跡取りさんも頑張っ

ておると見ております。その中で、いろんな形で残念ながら農耕を諦めて、遊

休農地などが発生したものを解消し、町はいろんなことを取り組んでいらっし

ゃると僕は感じております。  

 その中でね、いろんな遊休農地、いろんな形ででき上がってしまったその農

地を活用して、いろんな形、行政は提案していると僕は感じております。どう

か今、次の担い手の農業さんが入りやすいような、いろんなことを提案できる
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ような取り組みはどのようなことをされているのか。現状の所得や状況をお聞

かせください。  

 また、次に、遊休農地を使い、いろんな形で町をＰＲする取り組みを今され

ていると僕は感じています。その中で平群町は大阪近郊のベッドタウン化した

大地、また農家さん、古くから平群町に住んでいらっしゃる方々とのコラボと

いうことで、この自然と歴史ある平群町において遊休農地の活用から焼酎の「里

の恵」、産学官連携でつくった「平群」というお酒のブランド、梅酒など特産物

を、また道の駅など販売、文化財をめぐり、観光、ハイキングマップなどのい

ろいろな角度から平群町全体を結びつけて、魅力あるこの町を一生懸命、行政

は行政なりにＰＲしていただいてると思っております。ただ、残念ながら現実

にうまく回ってないところもあるように感じてます。その中で、どういった形

で結びつけて魅力ある平群町を誘発するために近年の動向、特産物の売り上げ、

歴史散策など、今やってある事業をこのインターネットを通じてわかってもら

えるように教えていただきたいと。そのために僕はこの内容を質問させていた

だきました。どうぞよろしくお願いいたします。  

 続いて、３番目、今後の財政見通しについてでございます。先ほど先輩がい

ろんな形で、財政やいろんなことをようわかってる。その中でどうやってやっ

ていったらええんやと、待ったなしを早く解消してやってほしい。僕もこの前、

自分なりにビラを出しました。このビラには電話番号も事務所も名前も書いて

ありますもんで、僕の家に直接電話がかかってきました。そのときに「お名前

を聞かせてほしい」「いや、匿名でいい」「いや、でも、やっぱり心配やから電

話していただいたんやから、僕は役場へ毎日のように行かせてもらって、聞い

てきて、あなたに一生懸命やってる行政の答えを返したいからお名前を聞かせ

てほしい」、お願いしても、男の方でしたけど、「いや匿名で」とおっしゃいま

した。ただ、その人は切なる形でおっしゃいました。「何としてでも明るいもの

に導いてほしい」。なるほどなと思うような形で導いてほしくて、発信してほし

い。「必ず出たらまた読むから」とそうおっしゃっていただいて電話を切られま

した。だから、僕はここを通じて、聞いてるんだよという意味で皆さんにお答

えお願いしたい。  

 ３点目、今後の方針と健全化へのプロセスを丁寧に細かく教えてください。  

 どうぞこの３点、申しわけないですけども、よろしくお願いいたします。あ

りがとうございます。  

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  
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 それでは、長良議員の１点目の学校における働き方改革の御質問についてお

答えをさせていただきます。  

 生徒や先生方の環境を充実させるような改革が必要とのことで、どのような

取り組みを行っているのかとのお尋ねでございますが、児童・生徒に関しまし

ては、小中学校への空調の整備でありますとか、快適な学校生活が送れるよう、

トイレの改修等などハード面での教育環境の改善に取り組んでおります。  

 次に、学校の先生方に関しましては、児童・生徒数の減少に伴い、先生方の

数も減少しております。しかし、生徒指導、部活動、保護者対応など勤務時間

が長時間になっているため、全国的に先生方の働き方改革について大きな関心

が寄せられております。議員が御指摘のようにゆとりのある労働条件ではない

とのことですが、教育委員会としましても先生方が日々の勤務について、心身

の健康を保つことができるよう、ゆとりをもって授業に専念し、児童・生徒に

向き合う時間をより長く確保できるよう、さまざまな取り組みを行っておりま

す。学校に対しましては、校園長会や教頭主任者会などさまざまな機会を通じ

て、ノー残業デーを設けるなど先生方の勤務時間の縮減を図るよう指導を行っ

ております。  

 次に、先生方の事務作業の改善についてでございますが、児童・生徒の出欠

や成績処理、健康診断の記録など多岐にわたるとともに、仕事の仕方もパソコ

ンで行うもの、紙ベースで行うものが混在し、効率的ではないと考えておりま

す。このことから、現在奈良県が進めております奈良県統合型校務支援システ

ムの導入を進めています。これは、先生方が日々行うさまざまな事務作業を電

子化し、業務の効率化、合理化を図り、事務負担を軽減をし、働き方を改善し

ていくためのものでございます。本年度は県事業の実証実験校となっておりま

す北小学校、中学校とあわせまして、残り平群小学校、平群南小学校への導入

を進めております。  

 次に、先生方の部活動指導に関してでございますが、従来中学校では先生方

が部活の顧問、指導員となり、放課後や土曜日、日曜日の練習、各種大会への

引率などがありました。部活動指導員業務にも多くの時間が費やされているの

が実情でございます。その部活動の指導業務改善対策としまして、昨年の９月

から中学校へ部活動指導員を配置をしております。先生方の部活指導の負担の

軽減を図っているところでございます。  

 今後も何よりも児童・生徒の学びのため、また先生方がより働きやすく、学

校教育に取り組んでいただけるよう、引き続き教育委員会と各学校が連携を密

にして、さまざまな取り組みを進めてまいりたいとこのように考えております。 

 以上、御答弁とさせていただきます。  



 

－２０３－ 

○議  長  

 長良君。  

○２  番  

 御答弁ありがとうございます。私、小学生の子と中学生の子を持つ親として、

安心して学校に送り出せてるな、日々こういう答弁をいただきまして先生方も

安心して一生懸命取り組んでくれてるんだろうなあ、そう感じました。  

 続いて、山本議員も６月のときに部活動のことを質問されましたように、再

質問一つさせてください。中学校への部活動への指導員を配置されているとい

うことですが、どの競技に何人程度配置されており、県や国からの補助はある

んですか。自分のところの町のお金ですか。また、奈良県統合型支援システム

に手を挙げている奈良県下の市町村は奈良県下でどれぐらいあるんですか。  

 僕はなぜそんなことを聞きたいかというと、やはり、この奈良県の平群町、

ほかの市町村に負けない、こんなことをしているんですよというアピールのた

めにも何でも早く取り入れてやってほしいなと思って、申しわけないですけど

御答弁願います。よろしくお願いします。  

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 それでは、再質問にお答えをさせていただきます。  

 部活動指導員につきましては、今年度で卓球部に２名、そしてバスケットボ

ール部に１名、合計３名を配置をしております。財源としましては、国、県、

町、３分の１ずつでございます。  

 そして、奈良県統合型校務支援システムの状況でございますけれども、奈良

県下では平群町以外で３市町村で採択を受けておられ、それぞれ１小１中が事

業採択を受けられております。町教育委員会といたしましても積極的に、また

先進的に取り組んでいるところでございます。  

 以上でございます。  

○議  長  

 長良君。  

○２  番  

 ありがとうございます。もう今、いろんな財政の中で、逼迫してる中で一つ

でも平群町アピールポイントがあるように頑張ってるというような形で、邁進

できますよう、引き続きこの教育のシステムについては一生懸命邁進していた

だきますよう、どうぞよろしくお願いいたします。この件はこれで結構です。  

○議  長  
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 観光産業課長。  

○観光産業課長  

 それでは、長良議員の大きな２項目めの平群町の特産物とＰＲ事業について

の御質問、その中でも３項目御質問ございましたので、まず１点目の農業従事

者の現状の所得実績の推移等についての御質問にお答えいたします。ただ、農

家の所得につきましては統計的な資料ございませんので、統計的に把握してお

ります販売額でお答えさせていただきたく存じます。御了承お願いいたします。

それにより所得の推移ということについても類推できるかなと存じますので、

よろしくお願いいたします。  

 まず、議員おっしゃられたとおり、平群町におきましては、小菊、バラ、ブ

ドウ、イチゴと各種農産物の生産が活発でございますが、農家戸数は減少して

おり、後継者不足や遊休農地の増加については懸念されているところでござい

ます。一方、非農家から参入した新規就農者も通算で６名おられ、さきの主要

農産物においては多くの後継者が就農されておられます。  

 農家戸数については、農林業センサスにおける統計値で直近の成果でありま

す平成２７年時点の町内総農家数が３１２戸ございまして、そのうち販売農家

が１９８戸ありました。その５年前であります平成２２年の調査では総農家数

が４０３戸ありましたので、９１戸の減少。販売農家数が２４６戸ありました

ので、４８戸が減少したという結果でございます。  

 また、販売農家における販売額の規模別の推移を見ますと、平成２２年に２

４６戸のうち販売金額が１００万円以下の農家が１０６戸、１００万円から１，

０００万円までの農家が７５戸、１，０００万円以上の農家が６５戸ありまし

た。５年後の平成２７年には同じく１００万円以下の農家が２９戸減少し、７

７戸になっております。１００万円から１，０００万円までの農家が１１戸減

少し、６４戸に、１，０００万円以上の農家が８戸減少し、５７戸になってお

ります。この結果から規模の小さい農家ほど減少傾向が高いということがわか

ります。  

 一方、販売額が１，０００万円以上の大規模農家は余り減っておらず、こち

らは経営が安定しており、経営の継承も一定以上行われているのだということ

がうかがえます。農林業センサスにつきましては、５年ごとに実施され、ちょ

うどことしの１２月にまた実施されますので、その結果をもとに今後の対応に

生かしていきたいと考えております。  

 ２点目の近年の特産物の売り上げ動向についての御質問ですが、特産物、酒

類の販売実績について順次お答えいたします。  

 芋焼酎「里の恵」につきましては、平成２９年度が５５６本で約１１５万円、
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平成３０年度が４５２本で約９８万３，０００円、実績、売り上げともに１８．

７％減少しております。梅酒につきましては平成２９年度が８７０本で約６１

万９，０００円。平成３０年度が５１５本で、約４４万８，０００円。実績、

売り上げともに４０．８％減少しております。日本酒「平群」につきましては、

平成２９年度が１，５０８本で３４６万円、平成３０年度が１，４４５本で３

２３万円、実績、売り上げともに４．２％減少しています。  

 それから３点目の歴史散策などで平群町を訪れる人数についての御質問、あ

りましたが、まず町の観光名所であります信貴山朝護孫子寺と千光寺について

お答えいたします。  

 信貴山朝護孫子寺につきましては、平成２９年度が５９万７，０００人、平

成３０年度が５７万５，０００人ということで訪れられております。千光寺に

つきましては、平成２９年度が１万９，５５０人、平成３０年度が１万８，８

００人となっております。また、観光ボランティアガイドの会の方々によるガ

イドされた人数につきましては、平成２９年度が３，９９９人、平成３０年度

が２，８２２人となっております。  

 以上でございます。  

○議  長  

 長良君。  

○２  番  

 ありがとうございます。私、農業に従事した人間として、これからどんどん

どんどんＰＲ、いろんな形で御協力、町に願いまして、後継者、いろんな形で

継いだ人たちにいろんな補助事業あるよというような形で町を挙げて後継者育

成に、悪いんですけども声をかけてあげてやってほしい、そう思っております。

これは要望です。  

 続いて、質問させていただきたいんですけれども、規模の小さい農家さんは

残念ながら跡継ぎがもういてないとかさまざまな問題あると思うんですけど、

一定以上の規模になると、やはり跡継ぎさんがいてて、大規模経営をされて輸

出入を考えるような農業がこれからいろんな形で進んでいくとか、この関空を

使ってばーんと違う国へお花でもお野菜でもお魚でも輸出されていく。今まで

は輸入一辺倒の国から輸出入する時代にこれから農業も変わってくると思いま

す。その中で一つ質問したいんですけれども、規模の小さい農家ほど減少傾向

が高い。その中でどのような支援を考えてるかお聞かせください。どうぞお願

いします。  

○議  長  

 観光産業課長。  
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○観光産業課長  

 減少傾向にある規模の小さい農家さんに対する支援策ということで、これは

規模の小さい農家さんだけに限らずですね、農業者全体に対する支援策という

ことにもなります。設備投資等に対する補助や資金制度、新規就農者に対する

補助制度など国の各種補助制度が充実しております。農地の貸し付けのあっせ

んを行う県の機関もございますので、規模の小さい農家さんに限らずですね、

さらに規模拡大をするというようなお考えの農家さんについては、それらの制

度等の利用を町のほうでも推進します。一層の支援に町としても努めていきた

いというふうに考えております。  

 以上です。  

○議  長  

 長良君。  

○２  番  

 ありがとうございます。私のバラ園を一緒にやってる、経営してるバラ園も

いろんな施策で県の先生方やいろんな方たち、書類をつくってどんどんどんど

ん補助事業をつけてもらって経営を安定化できるように手伝ってもらってる。

いろんな小菊農家さん、ブドウさんもバラもイチゴも皆さん平等に対等に、悪

いんですけども提案して「こんな事業あるよ、こんな事業あるよ」というよう

な形でどんどん施策提案してあげてください。どうぞよろしくお願いします。  

 もう一つ、観光、いろんな形で聞きたいこと、もう一つ次の質問でございま

す。焼酎の「里の恵」、これは平群町の遊休農地を活用した施策、何かないかと

いうことで、以前町長であられた方が何とか元気にていうことで、皆様方に遊

休農地を活用して、お芋さんで「里の恵」を。それが一番のスタートだったと

聞いております。今、焼酎の「里の恵」、またほかのお酒の販売実績が減少して

いる。ちょっとＰＲしてでも何か持ちこたえていこうや、そういったところか

らお聞かせ願いたいんですけれども、この販売実績がふえるために今どのよう

な取り組みをしているのかお聞かせください。お願いします。  

○議  長  

 観光産業課長。  

○観光産業課長  

 芋焼酎、それから梅酒なんかでもそうなんですけど、販売実績が２９年度か

ら３０年度に対して非常に減ってるというのは、直接の原因として、例えばＰ

Ｒ不足だとか耕作面積が減ったということではございません。まず、芋焼酎「里

の恵」についてはですね、生産してる年の秋に非常に長雨が続きまして、それ

による日照不足が起因しまして金時芋の収穫量そのものが減ってしまったと。
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大幅に減少しまして、それによって生産数が減って、あわせて販売数が減った

というような状況でございました。それと梅酒につきましても、梅の木そのも

のがですね、非常に衰退しました。実があんまりならなかったということで、

収穫量がかなり減少してきたということで、あわせて販売数が減ったというこ

とになっております。  

 これを解消する取り組みとしましては、芋焼酎「里の恵」につきましては原

料の金時芋を生産してくれる生産者の確保に努めて、金時芋の生産、納品不足

が起きないように今対応しているところです。ちなみにですね、平成３０年度

ですね、令和元年度に製品化するもんですが、平成３０年度の芋の生産は所定

の２．２トン、これが納品済みでございますので、「里の恵」のアルコール度数

４０度のもんは３００本、２５度の分は１，２００本、製造が既に進んでおり

ます。よって随時販売しているところでございます。  

 梅酒につきましては、収穫量の確保に向け、平成２９年度に町が管理してい

る梅の畑、梅畑で梅の木を新たに１０本植えかえまして、令和２年度には生産

者からの納品も予定しております。そういうことで商品の数の確保に努めてお

ります。  

 また、日本酒「平群」につきましては、近畿大学と産学官の連携による商品

ということもありまして、近鉄百貨店の大学関連商品のお中元企画の品として

取り扱ってもらうなどですね、近畿大学のネットワークを活用したＰＲ販売に

も努めております。また、島左近ラベルの数量限定販売など町の歴史資源を活

用した商品開発にも取り組んでおるところでございます。芋焼酎、梅酒も含め、

今後もですね、ホームページやパンフレット等への掲出、ポスター掲示、マス

コミを利用したＰＲや各種イベントでの販売等、あらゆるツールを活用して多

くの方々に購入していただけるようＰＲに努めてまいりたいと考えておりま

す。  

 以上です。  

○議  長  

 長良君。  

○２  番  

 すみません、もう一つこれに追加して教えてほしいんですけどね、「里の恵」

の芋とか梅、どうやってつくっていただいたか。またお米、やっぱりこんだけ

の面積を委託しているというような形でせんと２．２トンとかある程度の収穫

量は確保できないと僕は思うんですけれども、そこら辺はたくさんこれからつ

くってもらえるような施策があるんかどうか。ただ、この面積だけ上がって「あ、

ことしは２．２トンやったな」とかそういうふうな形で焼酎にしてもお酒にし
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ても梅酒にしてもやってるんかどうか。というのは、例えば、よその地域から

ね、平群町以外からお芋さん買うてきて、「里の恵」っていうて売ったり、お酒

の平群というて売ったら我々の地産地消、適地適作、それは小学校の子どもや

中学校の子どもたちが給食で入れるいうて、「平群町でつくったイチゴ食べたん

や、きょう。お母さん、お父さんおいしかったで」と言うてくれるんと一緒で、

やはり平群町のＰＲ事業として平群町の遊休農地、平群の梅、そういった形で、

それと、こんだけしかできひんかったからこんなだけしか生産できなかったん

だと、そういうのだけ、やっぱりアピールしてどんどんよくなったらどんどん

生産していかなあかんので、そこら辺ちょっともう１点だけ、そこの部分お答

え願えますか。お願いします。  

○議  長  

 はい、観光産業課長。  

○観光産業課長  

 まず、当然原材料につきましては、平群の農地でつくられたものということ

で生産したいと。それと生産量なんですけども、平群町でつくった原材料を奈

良の酒造メーカーさんに委託してつくっていただいておりまして、生産するキ

ャパというのがある程度限られておりますので、幾らつくっても全部いけると、

つくれるということではありませんので、酒造メーカーさんがつくられる範囲

いうのの中で、平群町で原材料が欠品して、要は予定してたお酒の本数ができ

ないと、欠品してしまうというようなことがないように、自然の中でつくるも

んですが、生産量がどうしても季節によって変わってくるところもありますし、

年によって変わってくることもあるんですが、それを補うような施策をしなが

ら、できれば平群町の農家さんが遊休農地等を利用して、今まで芋にしろお米

にしろ、つくっていただけるというように農家さんが自主的につくっていただ

いたものを、それを加工して特産品として平群町のＰＲに役立てていきたいと

いうことでございます。  

 以上です。  

○議  長  

 長良君。  

○２  番  

 ありがとうございます。数量の確保は、農産物は乱高下があるもんで大変だ

と僕は自分で就農してるんでわかってるんで、数字をもって追ってというわけ

にいかんのがようわかっております。できるだけ皆さんが、また競り行って乱

高下するような形でね、農業されてる方に安定した金額でないととってあげら

れない。今度お芋にしても梅にしてもね。これやったらもう町のためや思うて
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協力したいけど収益上がらんかったらやめやってもし言われたらね、やっぱり

原材料生産物がなかったら物ができないんやから、そこら辺も加味して、概算

ながらでね、守っていけるような単価推移で買うてあげてくれたらずっとね、

お酒も焼酎も梅もつくり続けてくれると思いますんでね、それが我々の適地適

作の品種やったら、もっとつくりやすくて収穫量多くなると思う。そこら辺、

地の利を生かして取り組んでいただけるよう推進してやってください。農家さ

ん、喜ぶと思います。  

 続いて、もう１点、信貴山や千光寺、観光ボランティアガイドの方々の集客

に向けた取り組みについて教えてください。どうぞよろしくお願いします。  

○議  長  

 長良議員、大項目についてはそれぞれの質問でいいんですが、小項目につい

て、この平群町の特産物とＰＲ事業については一括で質問していただかないと

いけないというルールになっています。  

○２  番  

 行ったり来たりしたらあかん。  

○議  長  

 そうなんです。一括で質問していただくルールになっていますんで、ほかに

この２項目でまだあるんであれば続けて質問いただきますようにお願いしま

す。  

○２  番  

 ごめんなさい。議長、もう１回教えてください。  

○議  長  

 大きな項目についてはそれぞれの質問に対しての答弁になるんですが、小項

目、今の平群町の特産物とＰＲ事業についてという質問については一括で質問

していただいて、一括での答弁になります。それぞれの質問、それぞれの答弁

ではございませんので、もし、ほかにこの２番の項目についての質問があるん

であれば今続けて質問をいただきますようにお願いします。  

○２  番  

 ほな最後、最後もう一つだけ聞きたい。  

○議  長  

 どうぞ長良君。  

○２  番  

 最後お願いします。すみません。信貴山や千光寺、観光ボランティアのガイ

ドの方々の集客に向けた取り組み、最後もう一つだけお聞かせください。  

○議  長  
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 観光産業課長。  

○観光産業課長  

 それでは、信貴山、千光寺、それから観光ボランティアガイドですね。それ

ぞれに対するということでお答えいたします。  

 まず、信貴山につきましては、信貴山自体が寅まつりや俳句大会や信貴山城

址講演会の開催などを地域の歴史的資源を有効活用して活発に取り組まれてお

ります。来月１０月２２日にもなら１００年会館で奈良大学や天理大学等の日

本を代表するような城郭考古学者の先生たちによるシンポジウムを開催いたし

ます。また、信貴山城址の保全整備については、今現在も町と連携をして取り

組んでございます。  

 また、千光寺につきましては、気軽に滝行体験ができるパワースポットとし

て、奈良県のビジターズビューロー、これ、名称として、旧の名称は奈良県観

光協会と言ってるんですが、が日本旅行とかＪＴＢなんかの旅行会社とタイア

ップして実施しております旅行企画に平群町のほうでも推薦いたしまして、平

成２８年度からは毎年千光寺のほうで滝行体験ツアーというのが実施されてお

ります。そういった取り組みだとか、あと観光ボランティアガイドの方々にお

かれましても、ウォークの開催や土日祝日には道の駅にボランティアの方が常

駐していただいておりまして、椿井城址や烏土塚古墳などの道の駅周辺のガイ

ドなどさまざまな活動をされておられます。町といたしましても今後あらゆる

ツールを活用しまして、集客増につなげてまいりたいというふうに考えており

ます。  

 以上です。  

○議  長  

 長良君。  

○２  番  

 まだまだふなれで申しわけありませんでした。この観光産業課の質問につい

てはこれで結構です。すみませんでした。順番間違えました。  

○議  長  

 政策推進課長。  

○政策推進課長  

 それでは、長良議員御質問の３点目でございます。今後の財政見通しについ

てお答えを申し上げます。  

 まず現状の町財政の状況につきまして、まずもって御説明を申し上げます。

本町の財政状況は非常に厳しく、平成３０年度決算におきましては、実質収支

が７，４０７万４，０００円の黒字ではありますが、実質単年度収支は１億４，
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６２２万２，０００円の赤字となってございます。また、この状況は３０年度

だけのものではなく、地方債残高、これはいわゆる地方公共団体の借金という

ふうになるようなものでございます。この地方債残高が１４５億８，８３６万

２，０００円と非常に多額の残高があるということ、また財政調整基金、これ

はいわゆる自治体の貯金というふうに御理解をいただけたらと思いますが、こ

れがわずか９，３１９万７，０００円であること、また、自治体の財務状況を

あらわす財政指標からも実質公債比率が１５．６％と非常に高水準であり、特

に将来負担比率につきましては２２５．７％と、恐らく今期の決算では、まだ

ほかの自治体さんのほうが決算の報告出てございませんが、恐らく奈良県ワー

ストワンになるのではないかというふうに思っております。全国的に見まして

も夕張市に次ぐ悪い数値となる可能性が極めて高いというふうに思っておりま

す。  

 この将来負担比率があらわすとおり、町の財政規模や基金の残高に対し、地

方債の残高、さっき申し上げました借金の割合が非常に高く、これが一定の水

準に落ちつくまではこの厳しい財政状況は今後も続くのであろうというふうに

推測しておるところでございます。  

 では、このような高い公債費、いわゆる公債費の残高が高い状況になってい

るということをまず分析をいたしますと、一つが先ほど申し上げました貯金の

部に類します財政調整基金といいますのが、平成１４年では６億３，１９０万

２，０００円ございましたのが、平成３０年度の決算では９，３１９万７，０

００円になったということでございます。  

 次に、借金でございます地方債の残高でございますが、平成１４年度では１

０４億３，１７２万５，０００円であったのが３０年度末では１４５億８，８

３６万２，０００円とかなり増額となってございます。  

 次に、負債でございますが、これにつきましては、当時土地開発公社の債務

が平成１４年度では４６億８，４０１万８，０００円ございましたが、これは

借りかえということで、第三セクター債等の発行によりまして解消することが

でき、全体といたしましてはほぼ１５年前と同水準の債務状況になっていると

いうのが今の財政の現状でございます。  

 この間でございますが、町は、今申し上げました土地開発公社の精算、駅周

辺整備事業の推進、小学校の再編、こども園の建設、また、今現在着手をして

おります文化センターの建設とさまざまな事業を実施してまいりました。当然

それぞれの事業については現状を過誤できないものと判断して事業化に取り組

んだわけでございますが、実際にはその債務は重く、将来負担として町の財政

を圧迫しておるのが現状であるということでございます。  
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 議員御質問にございましたこれからの平群町の財政見通しを明るいものに導

いていくために、その方針とプロセスはというお尋ねでございますが、このよ

うに一時的に財政が好転した時期も確かにございましたが、抜本的には安定し

た財政状況になり得ていないというのが現状でございます。そのために町とい

たしましても平成１６年度には平群町行財政改革大綱を策定し、１６年度から

平成２５年度までの期間を計画期間といたしまして、行政組織の見直し、また、

各種使用料の見直し、事務事業の見直し、廃止、総人件費の抑制ということで、

なるべく内部の自助努力によることを目的に実施をしてまいりました。また、

その後、平成２６年にはこの行革大綱の部分計画ということで、第２次平群町

行財政改革大綱の中身を目指すべき方針といたしまして策定期間を定めながら

取り組んできたところでございます。  

 この財政健全化計画の中におきましては、先ほど申し上げましたものに特化

をした形で行財政改革の基本的な指針として取り組んでおります。主なものと

いたしましては、先ほど申し上げました事務事業の見直し、また組織の見直し、

職員の定数管理、また、今言われております住民参画、住民協働などの取り組

みを目的、取り組み事項といたしまして推進をしておるところでございます。  

 結論といたしまして、まず財政の健全化には即効性のある特効薬はないとい

うのが現在のところでございます。これは地道にこれらの行財政改革の取り組

みを推進しながら歳出の徹底的な見直しと自主財源の確保をする施策の推進、

この両方に努めていかなければならないというふうなことで、日々財政運営に

取り組んでおるというのが現状でございます。  

 以上です。  

○議  長  

 長良君。  

○２  番  

 ありがとうございます。まだまだなれなくて。１個、もう一つ再質問させて

ください。ずっといろんな方々の質問の中でね、第２次平群町行財政大綱、そ

ういったもので作成して次につなぐんだというような形、今おっしゃいました

けれども、今後この決算、９月議会終わって、新しい指針、こんだけ数字来た

からもう１回練り直して、こういう指針でやり直すんやというような練り返し

はあるんかどうか。新しい展望を示せるような施策をやり直すんかどうか教え

ていただきたい。よろしくお願いします。  

○議  長  

 政策推進課長。  

○政策推進課長  
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 長良議員の再質問にお答えをさせていただきます。  

 財政問題につきましては大変、なかなか大きな課題であるところでございま

す。議員のほうから御質問、御指摘賜りましたところも踏まえて、今後の財政

状況をどういうふうに取り組んでいくんかというところでございます。基本的

には今申し上げましたさまざまな計画を策定する中で、内部の自助努力という

ことで財政の健全化に向けて今取り組んでおるところでございます。このこと

につきましては、今回の御質問のみならず、ずっと申し上げているところでご

ざいますが、なるべく住民の方の負担を求めずに行政内部の自助努力によりま

して財政再建に努めていくというのが平群町の考え方でございます。  

 ほんで、今、御質問の中で一部触れていただいたようなところではございま

すが、今後の平群町の将来みたいなところでの展望でございますが、今現在確

かに多くの地方債の発行によりまして道路の整備や施設の整備、また平群駅周

辺整備事業をやっておるところでございます。これを単に地方債の発行によっ

てできたもの、いわゆる負債とするか、またこれを一つのまちづくりの起爆剤

としての資産とするかは今、我々行政に携わっておるものの大きな大きな命題

であるというふうに考えております。こういうふうな資産を活用する中で住民

の方に喜んでいただけるような施策の展開というのが急務やというふうに考え

ておりますので、そのことを踏まえまして今後の財政展望としていきたいとい

うふうに考えております。  

 以上です。  

○議  長  

 長良君。  

○２  番  

 ありがとうございます。なかなかなれてなかったもので、皆様方に御答弁願

って不自由をかけて申しわけありません。  

 最後に町長、今後の政策についていろいろ提案あると思いますけれども、こ

れからの取り組みについてもう一度答弁お願いします。  

○議  長  

 町長。  

○町  長  

 それでは、長良議員の質問に答えさせていただきます。  

 平群町の財政状況、今、今年度の３０年度の決算状況で明らかになったよう

に、また今、政策推進課長が答弁しましたように、本当に平群町の財政状況は

厳しい状況であります。この難局につきましては職員が一丸となって、この財

政危機を乗り越えて、そして、住民の皆様が明るい希望を持って住んでいただ
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けるようなまちづくりに取り組んでまいりたいというふうに考えております。

議員の皆様方にも御支援、御協力をいただきますようよろしくお願いをいたし

ます。  

○議  長  

 長良君。  

○２  番  

 ありがとうございます。私の質問はこれで終わらせていただきます。どうも

ありがとうございました。  

○議  長  

 それでは、長良君の一般質問をこれで終わります。  

 午後１時３０分まで休憩いたします。  

（ブー）  

休    憩  （午前１１時５２分）  

 

再    開  （午後  １時３０分）  

 

○議  長  

 それでは、休憩前に引き続き再開いたします。  

（ブー）  

○議  長  

 発言番号９番、議席番号６番、植田君の質問を許可いたします。植田君。  

○６  番  

 それでは、大きく２点にわたり質問をさせていただきます。  

 まず、１点目は待機児ゼロのこども園運営についてであります。このこども

園の待機児童の問題については、昨年のちょうど９月議会に初めて取り上げを

させていただきまして、その後、毎議会のように質問をさせていただきます。

ぜひ今議会での答弁では大きく前進するような答弁を期待しておりますので、

よろしくお願いいたします。  

 こども園の待機児童問題が今年度４月から初めてこの平群町で発生しまし

た。その中で、その後、一部８月からゼロ歳児３名の受け入れができるように

なりました。現在は、その後また申し込みあり、現在ゼロ歳児で４名、１歳児

で２名、２歳児で１名、計７名が今、待機児となっているというふうにお聞き

をしています。行政当局のほうも保育教諭の確保に大変苦慮をされていること

は承知をしているところであります。７月の広報でも任期つき保育教諭の３名

の募集を掲載されていましたが、応募の状況はあったのかなかったのか、お聞



 

－２１５－ 

きをしたいと思います。  

 また、６月議会の私の質問の中で来年度の新規採用については考えていると

いう旨の答弁がありましたが、この８月の広報で２名程度の正規職員の保育教

諭の募集が掲載をされておりました。受け付けは９月２日からとなっています

が、問い合わせ等について現在どういう状況なのか、お聞きをしておきたいと

思います。  

 そしてまたこの間、７月１０日に入園を希望するゼロ歳児を持つお母さんた

ちと西脇町長に懇談、要望書の提出なども行わせていただきました。その中で

保育教諭の早急な確保を求めることはもとより、途中入園の申し込み、職場復

帰が決まっている場合などの受け付けを現在２カ月前より早くできるようにし

ていただくこと、また入園の可否の決定についても入園希望月の前の月である

１０日では遅く、育休の延長、あるいは他の施設の確保など大変厳しい状況と

なります。もう少し早目の可否決定通知の送付等も要望いたしました。回答で

は申し込みについては検討したいと。可否決定についても調査、検討したいと

いうことでしたが、どのような検討がなされたのかお聞きをしておきたいと思

います。  

 また、もう１点、保育の必要性の認定期間について平群町では９０日とされ

ています。この期間は待機児としてカウントをされますが、それを過ぎると待

機児から外れ、一定期間一時保育の対象となるということもお聞きをしていま

すが、平群町の場合、保育教諭が確保できなくて入園できない場合などは引き

続き待機児として対応をとるべきではないかと考えますが、いかがお考えでし

ょうか。  

 大きく２点目は、新しい図書館運営と中学校図書館の充実についてでありま

す。来年４月から新たに図書館が平群総合文化センター内にオープンします。

それに伴い、これまでの図書館の延べ床面積も３倍となります。充実した図書

館運営の３要素として挙げられるのは場所、これ、私は開館時間等も含むと思

いますが、それから資料と書いて本ですね、そこに置かれる本、それから人、

これは司書ですが、この３要素が非常に大事だと言われています。初日にも質

問させていただきましたが、開館時間の問題、あるいは祝日開館についても再

度現場の声や、あるいは利用者の声を聞いて、４月までまだ十分時間もあるこ

とですので、十分検討して、本当にこの新しい図書館が住民の方が喜んで使っ

ていただける、そういう施設となるような対応をとっていただきたいというふ

うに思います。  

 そういう中で本の部分ですね。県内の町立図書館の中で平群町の町民１人当

たりの資料費、これは何番目ぐらいに位置しているのでしょうか。また、約３
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倍の広さになることも含め、司書の増員が必要ではないかと考えます。そして、

司書の専門性から考えれば、正規の司書の配置も必要と考えますが、どのよう

にお考えでしょうか。  

 ２点目としまして、４月から中学校にも学校図書館司書が配置をされました。

中学校の司書の配置時間は現在朝の２時間と放課後２時間程度であります。小

学校司書の配置時間に比べると、私は短過ぎるのではないかと考えます。図書

館司書は生徒の調べ学習の支援、あるいは先生方の授業のサポートとしての役

割も大きな役割として持っていると考えます。そういう意味では配置時間を小

学校と同様に改善していく必要があると考えますが、いかがお考えでしょうか。 

 以上、大きく２点にわたって明確な御答弁よろしくお願いいたします。  

○議  長  

 総務防災課長。  

○総務防災課長  

 植田議員の大きな１点目、待機児ゼロのこども園運営についてというとこで

ですね、職員の応募の状況についてお答えさせていただきたいと思います。  

 現在の募集の状況でありますが、任期つきの保育教諭３名の募集を７月に広

報に掲載をし、行っておりますが、今のところ応募がない状況でございます。

また、９月から正規の保育教諭、来年度の採用なんですけども、募集を開始し

ておりますが、こちらにつきましては、きょう現在２名の方の応募がある状況

であります。周知につきましては現在フェイスブックや奈良アプリにも掲載を

して周知を行っているとともに、県内の大学を回って周知を行っているところ

でございます。引き続き保育教諭の確保に、待機児童発生しないように努めて

まいりたいと思います。  

 以上でございます。  

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 それでは、引き続きまして、植田議員の１項目めの御質問に教育委員会より

お答えをさせていただきます。  

 まず初めに、現在直近の待機児童の状況ですが、ゼロ歳児４名、１歳児２名、

２歳児１名の計７名と聞いているとのことでしたが、現在の待機児童はゼロ歳

児の４名のみでございます。１歳児２名は育児休業手当申請のためであり、２

歳児１名は別の園に在園中ですので待機児童とはカウントされません。しかし、

４名の待機児童が発生している実態を重く受けとめ、引き続き保育教諭の確保

に努めてまいりたいと思っております。  
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 次に、こども園の途中入園受け付け時期と入園の可否決定時期を早める要望

の件についてのお尋ねでございますが、７月１０日に提出されました要望書の

回答としましては、途中入園に関しては、現在の２カ月前からの受け付けを早

くできないか検討をいたしますと回答をさせていただきました。その後、いろ

いろと検討いたしましたが、やはり４月入園に関しましては新年度の入園受け

付けの方と混乱を来すため、２カ月前からの受け付けとさせていただきたいと

考えています。ただ、５月以降の入園につきましては、基本は２カ月前からと

しますが、数日前に提出に来られましても園のほうでは柔軟に受け付けをし、

対応したいとこのように考えております。  

 また、入園可否の決定についてでございますけれども、入園決定には園の直

近の状況が必要なため、平群町では入園希望日の前月１０日をめどに可否決定

をさせていただいております。この件に関しましても、お答えとしては、近隣

の自治体も調査し、検討したいと回答させていただきました。その後ですね、

こども園を運営しております数カ所の自治体に伺いましたところ、決定日は平

群町では入園月の前月１０日でありますが、１市が平群町と同じでございまし

た。そのほかの自治体につきましては、それよりも遅く前月の２０日前後にさ

れておりました。育児休業の延長の手続でありますとか、一時保育の申請時期

等を考慮いたしますと現在の時期が妥当だと考えておりますので、御理解いた

だきますようお願いをいたします。  

 以上、御答弁とさせていただきます。  

○議  長  

 福祉課長。  

○福祉課長  

 それでは、２点目の保育教諭の確保できない場合などは９０日間経過後も引

き続き待機児童の対応をするべきではないかとの御質問にお答えいたします。  

 平群町では休職を事由とする場合、保育の必要性の認定期間は現在雇用保険

の失業給付日数の９０日を限度として定めているところでございます。町の都

合によりまして引き続き待機児童として取り扱いをするには、９０日間の再認

定期間を基本に再認定を行うことを想定しておりますので、それに伴う手続上

の整理を行った上、検討をさせていただきたいと思います。  

 以上でございます。  

○議  長  

 植田君。  

○６  番  

 ただいま、るる答弁をいただきました。保育教諭の確保の点については、７
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月で任期つきの３名の募集をしていたけれどもゼロであったということです。

やはり、これまでも申してきましたが、任期つきといえどもやっぱり非正規に

なる、正規職員の扱いですが期間決まってますのでね、なかなかそこで。とり

わけ保育教諭という、保育の現場も含めてそうですが、非常にやっぱり一般の

職種と比べて賃金が低いということもあってですね、免許を持っててもそこに

就かれないという方もたくさんいるということも、そらもう当然御承知やと思

うんですが、そういう中せめて正規職員でないと、やっぱりそれを募集という

か応募がないというのは私はそうだと思うんですね。だから、そういう中では

一応来年の４月からは２名の今現在応募があるということなんですが、この２

名、今現在平群町は２名程度ということなんですけれども、２名でね、果たし

て、じゃあ来年４月からの待機児がゼロになるっていう方法があるのかってい

うたら、私はかなり厳しいんではないかなというふうに思います。  

 やはり２名ではなく、３名ないし４名程度はね、新たに正規職員として雇用

していくということが必要だと思います。来年度については育休の職員が１名

復帰するというのもお聞きをしています。その一方で、正規の園長かな、１人

がもう定年退職ということなんかもありますし、まだまだ育休中の方々もいら

っしゃるという状況の中で、ただ、それが来年度に間に合えへんし、年度を追

って退職と入れかわりっていうことなんかも含めてございますので、やはり町

長自身もね、公約として挙げてられた、これは前の議会でも言わせてもらいま

したが、待機児ゼロのこども園運営ということをわざわざ赤字でそういうふう

に挙げられたというのは非常にこれはだから、町長としても必ずこれはやって

いく問題だというふうな認識のもとにそうされたんだと思いますので、もう絶

対この来年４月からの待機児はゼロでいける状況をね、やっぱり町としてはつ

くっていくべきだと思います。  

 そうすることがまた若い世代を平群町に呼び込む、町税収入のアップにもつ

ながる、また、町の活性化にもつながっていくというふうに思いますので、と

りわけ若い世代は共働きがもう本当にほとんど。そうしないと生活がやってい

けないというような状況もありますので、そこをどうフォローしていくのかっ

ていうことが私はこれから平群町のまちづくりの観点では非常に大事だという

ふうに思いますので、その点、この２名よりもやっぱり待機児童を出さないっ

ていう立場での新規の職員の採用を検討していただきたいというふうに思いま

す。  

 それと、待機児の問題について今、課長のほうから実質的な待機児はゼロ歳

児の４名だということですよね。ただ、これも４月入って５月ぐらいからばば

ばっとやっぱり入園希望が出てきたという問題もありますのでね、これはもう
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通年通して、多分６カ月を過ぎれば園に預けられるという状況ができますので、

これはもう毎月ごとにそういう人数というのは出てくる可能性が非常にある。

これまでも多分そうだったと思うんですね。それを結局、今の状態では全然受

けれないという状態になってると。８月には一部ちょっと受け入れができたと

いうふうなことになったんですが、ただ、やはり非正規の中では人が集まらな

いので、結局、待機児がずっと続くというような状態が実質発生してますし、

これも今後４月までの間にまた入園申し込みも出てくるということは十分考え

られますのでね、この点についてね、どのように今のゼロ歳児の４名も含めて、

どのような対応して考えていかれるのか。これを必ずやっぱりその受け入れが

できるような状況をつくっていくのかどうか、お聞きをしたいと思います。  

 ただ、ゼロ歳児４名については、今、空きの状況がゼロ歳児３名枠しか両園

合わせてないということで１名の方がどうなるのかっていう問題は非常にちょ

っと苦慮するところだと思うんですけれども、そういうことも含めて来年度に

向けての待機児ゼロを目指すための対応として、私はもう少し新規採用をやっ

ぱりふやして、きちっとそこはカバーできる体制をとるべきだという問題。そ

れから現在ある、行政側が言ってる、教育委員会からあった、実質的な４名の

待機児をどう解消していくのかという問題を再度お聞きします。  

 それと、入園申し込みの関係で４月の新規時の入園のときの関係もあるとい

うことがおっしゃったんですが、５月以降については、まだ１０月の申し込み

まであるわけですから、そのときにそれまでのその間でも、言うたら３カ月、

実質２カ月じゃやっぱり厳しい部分があるので、特に復帰日が決まってられる

方は行政側もその必要な人数把握をすることによってどういう体制をとらない

とだめなのかというのはおのずとわかってくる部分がありますのでね、ここは

やっぱり、５月以降の入園申し込みについては期間をもう少し猶予が持てるよ

うな対応をとっていただきたいというふうに思います。  

 それと可否決定の問題についてです。平群は、課長の答弁から聞いたら、ま

だ十分余裕があるようだというふうにおっしゃったんですが、それでもやはり

希望月の前月の１０日ということで、もしだめだった場合は、最初に言わして

もらったように、もう復帰が決まってる方は特に園を探さなあかんという問題、

それから、さまざまな手続を子どもを連れてやらなあかんという状況もありま

すので、そこら辺はもう少し、たとえ１週間でも２週間でもちょっと猶予が持

って対応できるというそういう優しいというか、配慮した対応をぜひこれはち

ょっと検討をしていただきたいというふうに思います。  

 それと、西岡課長のほうからの保育、９０日を過ぎた後の対応なんですけど

も、最初に言たように、やはり平群町が保育教諭がいなくて入れないわけです
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から、本人さんが入って９０日間仕事が決まらなくてという問題ではないので

ね、これは申し込みのときにね、そういう状況も含めて、こういう場合はこう

いう手続を打ってもらえたら引き続き対象として、待機児としていけますよと

いうふうな丁寧な説明をしていただきたいなというふうに思います。実際それ

で切れてしまって、１カ月ないし２カ月後にまたやった場合にね、その２カ月

間にひょっとしたら保育教諭が決まるかもしれないと。そうなったらせっかく

待ってはった人が入れなくて、次に回ってしまうということもありますので、

平群の今の特殊なそういう待機児の発生してる事情から考えたら、そこは十分

そういうことがないように、検討していただくっていうことですので、それは

ぜひよろしくお願いいたします。  

○議  長  

 総務防災課長。  

○総務防災課長  

 今、職員の来年度の採用の人数についての再質問についてお答えさせていた

だきます。  

 現在２名程度ということで応募しておりまして、おっしゃいましたとおり４

名が必要だという意見があります。それはまあこちらも認識しておきます。今

の育児休業の職員の状況、待機児童、いろんなものを総合しまして、採用人数

についてはまた適正に判断していきたいと思いますので、よろしくお願いしま

す。  

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 再質問にお答えをさせていただきます。  

 まず初めの現在の４名の待機児童の対応について教育委員会としてはどのよ

うに解消しようとしておるのかという御質問だったかと思いますけれども、現

在、ないからといって知らんふりをしているわけではございません。保育教諭

の知り合いのお友達であったりとかですね、学校の教職員の知り合い等にも人

海戦術で探していただくようにお願いもしておりますし、あわせて、町の職員

の関係にも保育教諭の免許を持った知り合いがいてないかというようなこと

で、全力で教育委員会としては臨時保育教諭の確保に向けて動いておるところ

でございます。  

 それと２点目の途中入園の受け付けの関係でございますが、答弁いたしまし

たように、原則２カ月ということになっておりますけれども、５月以降につき

ましては極力柔軟な受け付けをさせていただきたいと思っておりますし、保護
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者への周知の関係もございますので、次年度から方針を再度検討していきたい

と思っております。  

 それと可否決定の関係です。述べましたように、平群町は前月の１０日に決

定通知を打っておるということで、ほかの自治体と比べましても保育行政にお

くれをとっておるという対応はしておらないと確信しておりますので、現在の

対応で進めていきたいと思っております。  

 以上でございます。  

○議  長  

 福祉課長。  

○福祉課長  

 引き続き、待機児童等対応できるよう前向きに検討のほうさせていただきた

いと思います。また、休職の要件の延長についての周知ということで、申し込

みがあった際には延長もできるようになっているときの方法について周知徹底

を図っていきたいと考えております。  

○議  長  

 植田君。  

○６  番  

 先生の雇用については、来年度については適正に判断していきたいというふ

うに川西課長のほうから答弁がありました。当然それはしていただきたいとい

うふうに思いますので、２名程度ですので、２名というふうに言い切ってるわ

けではないんですが、やはりそこら辺はね、程度でも４名程度ぐらいにはして

ほしかったなというふうに思います。今の現状から見たらね。とにかく、保育

教諭不足のためというので、いただいた資料の中では４人の先生が必要なこと

になってます。先ほどのいろいろ、ゼロ歳児の４名以外の年齢の方がそこに入

っているのかどうかちょっとわかりませんが、そういう意味からもね、とにか

く待機児を出さないという方向をつくっていただきたい。  

 いろいろ確かに現場では先生の確保に必死になってはることは十分わかって

ます。その一つのネックがやっぱり正規でないということも大きな私は要因だ

と思っています。この点について町長自身が掲げてはった公約との関係で言え

ば、来年度は絶対それは出さない方向でやるんだというふうな決意を持ってい

ただきたいと思うんですが、その点についてはどうでしょうか。これは町長の

ある意味、どう住民に対して自分の掲げた公約を実行していくのかということ

にもつながりますので、それをお願いいたします。  

 それと、入園申し込みについては新年度から、言うたらどういうふうにして

いくか再度検討したいということですので、ぜひこれはお願いしておきたいと
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思います。  

 また、可否決定については今のところ平群町は適正な判断をしているという

ことなんですが、そういうこともあるということも踏まえて、今後また、その

状況なんかも踏まえてね、やっぱり柔軟なというか必要な対応はとっていただ

きたいなというふうに思います。これはもう答弁結構です。  

 さっきの町長の決意ですね。それを聞かせていただけますか。  

○議  長  

 町長。  

○町  長  

 それでは、植田議員の質問にお答えさせていただきます。  

 今年度９月広報で２名程度の臨時職員の募集を今現在行っております。現在、

育休、産休の保育士もいるっていうことも事実でありますので、来年度の園の

運営につきましてはどれだけの保育士が要るのかどうかいうのも適正に判断し

てまいり、できるだけ待機児童を出さないように努力してまいります。  

○議  長  

 植田君。  

○６  番  

 できるだけではなくて、４月からもう絶対出さないぐらいの、だから強い決

意で町長、臨んでいただきたいんです。そのことが、だって、平群で待機児が

あるなんてということで、やっぱり平群やったら入れるん違うかということで

若い世帯も来てはるところもある中でね、待機児がもう４月から出てきてます

し、それが１年以上、２年にわたって続くようなことは絶対にやっぱり避けて

いただきたい。みんなどことも、その部分では保育教諭の確保に非常に力入れ

てます。三郷町は中途というか途中入園でも入れるような対応で、その分も含

めて４月からの雇用をしてるということは、これはもう紹介もさせてもらいま

したよ、これまでにね。  

 そういうことも含めて、そら財政大変や言いはるんやったらそうかもしれへ

ん。だけど、その財政をちょっとでも好転させていこうと思ったら、勤労世帯、

若い世帯にどれだけ来てもらうかっていうの非常に大事なんです。税収を納め

てもらうことはね。そういう勤労世帯に来てもらうことも平群町の財政を好転

させていく私は一つの手立てだし、町自体の活性化を図るためにもやっぱり若

い人たちが住みたいと思える町っていうのは、非常にそういう意味では魅力的

なまちづくりをつくっていこうと思ったら、まず最初が保育園に入れるかどう

かからが若い世帯が住むところを選ぶ一つの大きな要因ですので、これはぜひ

町長、できるだけではなくて、必ず来年４月は待機児を発生させないという方
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向での対応をお願いしたいということは強く申して、この件については以上で

結構です。  

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 それでは、植田議員の２項目めの新しい図書館運営と学校図書館の充実につ

いて、お答えをさせていただきます。  

 まず１点目の新図書館の運営につきましては、昨日、森田議員の御質問に巳

波参事から御答弁させていただきましたように、開館時間の延長や祝日開館な

どサービスを拡大することでニーズを喚起し、利用者の増加を図るということ

も想定されます。しかし、利用者の動向やニーズはまだはかりかねるものがご

ざいます。まず現行に準じた体制で運営し、利用者の動向や満足度、そして、

未利用層のニーズを精査してまいりたいと考えております。  

 次に、平群町の町民１人当たりの資料費及び県内町立図書館の中での位置づ

けについてでございますが、昨年度予算額で資料費は雑誌、新聞等も含めまし

て総額２６６万３，０００円で、町民１人当たり約１４３円となります。これ

は県内において公民館、図書室を除き図書館を設置をする１１町の中で１０番

目という位置づけとなります。  

 そして、司書の配置についてでございますけれども、議員御指摘のとおり、

新図書館は現在に比べ約３倍の床面積となります。したがって管理面積もふえ、

業務の拡大が懸念されるところでありますが、司書の負担をふやすことなく、

より質の高いサービスの向上を目指すため、人事担当課とも協議を重ね適切な

人員配置になるよう検討してまいりたいと考えております。  

 次に、２点目の中学校の図書館司書の配置時間を小学校司書と同様に改善す

べきではとの御質問にお答えをさせていただきます。  

 現在、小学校の学校司書は月額のフルタイム雇用で、中学校につきましては

おおむね１日４時間、年間８００時間の勤務時間数の時間給での勤務体系とし

ております。小学校と中学校で勤務体制の違いがあることにつきましては、年

間の学校の授業やカリキュラムの違いがあり、一概に小学校と中学校を同様に

という考え方を持っていません。全ての教科において教科担任制である中学校

と学級担任制である小学校とでは授業の進め方が全く異なっております。また、

放課後には多くの生徒が参加している部活動もあります。これらのことから司

書の配置につきましては、学校現場のニーズを聞いた上で生徒の利用が多い開

館時間に絞り、司書を最も必要とする時間に柔軟に対応できるよう時間給での

配置をしております。効率的、効果的な運用に努めておりますので、さらなる
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配置時間数の増加は考えておりません。これからも町立図書館と学校図書館の

連携に加えまして、多数の図書ボランティアの方々がかかわっていただいてお

りますので、創意工夫しながら学校図書館の運営を行ってまいりたいと考えて

おります。  

 以上、御答弁とさせていただきます。  

○議  長  

 植田君。  

○６  番  

 幾つか再質問させてもらいます。今回の議案の中でも私も質問させてもらい

ましたが、時間延長。これ、きのう森田議員のほうからも質問があったと思い

ます。祝日開館の問題もね。ニーズがどうなのかっていうのを動向も見てとい

うことをおっしゃったんですが、それならまだ来年４月オープンですから、今

実際利用されてる方々にね、私は聞いたらいいと思うんですよ。利用されてる

方が来年４月からオープンするに当たって、利用時間はこれでいいですか。こ

ういうふうな祝日開館なんかのことについてもね、やっぱりそこで掘り起こす

時間は私、十分あると思うんです。それをもって、やっぱりやっていくべきだ

と思いますし、利用者は必ずね、使える時間が広がれば広がってくると思うん

ですよ。せっかく新しく広くなった図書館でやっていくわけですから、やっぱ

りそこを利用しやすい、利用しやすいというのは場所もそうですし、あいてる

時間がどれだけ確保できるかということにも私はつながってくると思います。

そうでないと結局、利用者が固定されてしまうことにつながっていくというふ

うに思いますので、まだ４月までありますから、そこら辺ニーズ調査も今から

でも取りかかっても、やってもらってもいいと思うんですが、特にそういうふ

うに開館時間とか祝日開館とかっていうことやったら、新しいとこへ移るとき

にやっぱりやるべきだと思う。途中からやるっていうのはかなり難しいですの

で、やっぱり新たに大きくなったところで、新たなところでスタートするとき

にやっぱりそこら辺を見直してやるべきだと思うんですが、その点について、

ニーズ調査も含めて、私は今からでもそういう利用者ニーズをとっていって、

４月に間に合うように対応すべきだというふうに思いますが、その点について

はどうなのかと１点、それをお聞きをします。再質問します。  

 それと資料費の問題ですね。平群は雑誌も含めて２６６万３，０００円だと。

年間ね。１人当たりにしたら１４３円。これは県内の町立図書館の中で１１町

の中で１０番目ってかなり低いなというふうに思うんです。現場の図書館のほ

うは、ほんまに司書さんとかいろいろ工夫されていろんな取り組みもされてと

いうのは、非常に頑張っておられるというのがあるんですけども、いかんせん、
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その中心となる本が買えないと、やっぱり限界というのはあるわけですよ。１

１町中１０番目っていう資料費ではちょっとね、新たな図書館オープンするに

はとてもじゃないけどもやっぱり足りないんではないかなというふうに思いま

す。今、多分、新館のほうに移行するためにいろいろ整理もされておると思う

んですけども、ちょっと図書館のほうの資料のほうでいただいたんですが、現

在の平群の蔵書数というのは６万７，０００か８，０００かそれぐらいだとい

うふうにお聞きしたんですが、これはこのまま丸々新館のほうに移行されると

いうことになるのかどうか。実際新館のほうでは最初全く新たな分を買えへん

としたら何冊ぐらいが新館のほうに行くのか。  

 それと、新館は大体８万冊ぐらいを閲覧、見れるようになってるとは思うん

ですけれども、そこら辺との乖離があるんであればね、やっぱり新しいところ

に、今のままそのままそっくり行ったら大体１万冊ぐらいがふえる、見れる本

がふえるという状況になるんですが、それにしてもやっぱり今の資料費という

か、年間２６０万程度ではせっかくオープンした図書館が本があんまり、目新

しい本がないとかということになればね、せっかくの期待されている、期待感

もすごく高いですので、そういう住民の方をがっかりさせるというふうになる

んではないかなというふうに思うんですけども、そういう意味ではぜひ、この

資料費についてはもっと引き上げていくっていうことが必要だと思うんです

が、その点の認識と、どれぐらい現在の本が新しい図書館に移行準備としてあ

るのかという問題をお聞きをしておきたいと思います。  

 それと、司書のほうも現場のほうは面積がふえるから業務も拡大するという

ことは十分御承知してるというふうに課長のほうからもありました。だから、

それをきちっとカバーできるような体制ということと、専門性である司書とい

うのはね、考えたときに、現在おっしゃったように月額給が２名、それからあ

と時間給のパートが４名という形の司書。館長は任期つきの職員でいらっしゃ

いますので。ただ、やっぱりこの体制ではかなり大変だということはもう予想

されますのでね、ここをどうするのかっていうことは司書のレベルアップと言

ったらおかしいんですけども、十分なレファレンスのサービスも図書館司書の

大きな役割ですので、そこを担おうと思えば、経験とかあるいは研修とかって

いうことも必要になってくると思うんですね。それをやっぱり保障していくよ

うな雇用体制というのは今後必ず必要になってくると思いますので、そのこと

を含めた司書の配置っていうのは４月からのオープンに向けて十分な検討をし

ていただきたいというふうに思います。この点についてもぜひ答弁をお願いい

たします。  

 それと、中学校図書館の問題ですけれども、いろいろ放課後とかカリキュラ
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ムが小学校と違うんだというふうにおっしゃったんやけど、小学校も随時子ど

もたちがずっと図書館にいてるということもないんだと思うんです。確かに中

学校のように授業ごとに先生がかわるっていうのと担任が持つというのとは多

少の使い方は違うんかもしれないんですけれども、中学校は午前中２時間終わ

れば図書館閉めるんですね。夕方また２時間またあけるという形ですよね。や

っぱり学校図書館は常にあいている状況というのをつくっていただくというこ

とは私は必要だと思います。  

 学校図書館は特に図書館だけの役割ではなくて、第二の保健室であったり、

子どもたちがやっぱり気持ち、その図書館でいろいろ自分の思いだとかそんな

んを司書に打ち明けてはるっていうのは、ちょっとほかでも聞いたことがある

んですけども、そういう役割も果たしてるということでは、やはり子どもたち

がいてる時間はいつでもあいてて、いつでも行けるっていう状況をつくること

が私は必要だと思いますし、小学校の平群町の学校図書館、本当に県下でもこ

れだけきちっと充実して司書を置いてもらってるっていうことはね、臨時職で

あっても置いてもらってるということは、非常に進んでたっていうこと、それ

すらも非常に努力していただいてるっていうのは十分わかるんですけども、や

っぱり中学校でもね、そのことは考えていただきたいと。  

 実際、司書が常駐して、学校があいてる時間帯にいてる小学校では子どもた

ちの司書が配置によって、ぐんとやっぱり子どもたちが本に触れる、貸し出し

をする冊数がぐぐっとふえてきてるっていう状況があると。そういうことは図

書館に司書がいてて、いろんなそこでの司書さんとの交流とかいろんなことが

あって、そういうことにつながっていくって。そういうふうに子どもたちがた

くさんの本を読むことで心の、やっぱり子どもたちの成長というのも非常に大

きいですし、またいろんな調べ学習などで学習に対する意欲をつくっていくっ

ていう部分でも司書の役割は大きいと思います。そういう部分ではね、中学校

でもやっぱりあけて、いつでも来れるよというそういう状況をね、中学校図書

館でも私は必要だと思うんですが、再度この点については御答弁よろしくお願

いいたします。  

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 それでは、再質問にお答えをさせていただきます。大きく４点ほどの御質問

だったかなと思います。  

 まず１点目でございます。図書館の開館時間の延長、また祝日開館について

ニーズ調査をしたらどうか。そしてまた再考してもらえないかというような御
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質問だったかと思います。開館時間の延長でありますとか祝日開館につきまし

ては、図書館サービスの充実という点では大きな課題として認識をしておりま

す。利用者の動向でありますとかニーズがまだ今の段階では見えないことも

多々ございますので、まずは現行に準じた体制で運営を行ってまいりたいと考

えております。ただ、祝日に関しましてはですね、図書館は臨時開館すること

も可能でございますので、その対応も含めまして新図書館の運営を行ってまい

りたいと考えております。  

 それと、２点目でございます。資料費の関係、そして現在の本を新図書館に

丸々移管するのかということでございますが、予定では５万冊を移管する予定

でございます。キャパは８万冊あるんですけども、予定では５万冊を移管いた

します。図書館は議員が述べられてますように、場でありますとか本、人、こ

れが重要な３要素として位置づけられています。そのどれも欠かすことがなく、

バランスよく整えていかなければならないとこのようには考えております。４

月からの新図書館の改修によりまして場は整いますけれども、そのほかの本と

人につきましては、本イコール資料ですね、この新図書館がしっかり機能する

ように資料費も段階的になりますけども、充実できるよう努めてまいりたいと

考えておるところでございます。  

 そして次に、人員配置につきましては、今現在人事担当課のほうと適切な人

事配置ができるよう協議を進めておるところでございます。  

 そして、４点目の中学校の司書の関係でございます。議員の言われることも

よく理解はできますけれども、現在のように小中学校に司書を手厚く配置して

おります平群町は、奈良県下でももうトップクラスではなくトップでございま

す。ですので、これ以上の配置時間数の増というのは到底無理でございますし、

考えておらないところでございます。  

 以上でございます。  

○議  長  

 植田君。  

○６  番  

 開館時間とか祝日の開館についてはどういうものが必要なのかと見えてこな

い。だから調査をしてほしいと。４月までのね。これはもうぜひお願いしたい

というふうに思います。臨時開館などでも対応していきたいということですの

で。ただ、今まで臨時開館されてこられたというのは聞いてるんですが、年に

１回か２回程度、よくあってもそれぐらいだったんじゃないかなと思いますの

でね。特にことしは、１０連休ってことはないんですが、多分もうないとは思

いますが、１０連休丸々図書館閉まってましたのでね。やっぱり住民の方はほ



 

－２２８－ 

かの図書館行かざるを得なかったという声も聞いてますので、ぜひそこら辺は、

臨時開館とおっしゃるんやったら、それが本当に住民の方が利用しやすいよう

な状況で臨時開館考えていただきたい。現在、日曜日と祝日重なった場合、振

替休日は日曜、月曜ともに休み、休館となってる状況がありますので、ちょっ

とね、祝日は今国のほうでよう動いたりするからあれなんですけども、そうい

うふうに本来日曜日があいてるのに祝日と重なったら日月両方とも休みという

ような状況に今なってるというふうにお聞きもしておりましたので、ますます、

言わば、そういう意味では図書館が利用できないという日がふえるというふう

に思いますんで、ここはぜひ、臨時開館とおっしゃるんだったら、それが住民

に喜ばれるような対応をやっぱりしていただきたいなというふうに思います。  

 それと、本の問題ですが、新しいところへ５万冊っていうことですので、現

在持ってる蔵書からしたら２万弱、多分整理をされてそれぐらいになるんだと

いうふうに思います。ということは８万のキャパに５万が今現在の状況ですの

でね。段階的に資料費の問題は考えていきたいというふうに御答弁いただいた

と思うんですけれども、一遍に全部ということには、残り３万を入れろという

わけにはいかないんですけれども、だけど、せっかくオープンするわけですか

ら、やっぱり今の年間２６６万、１人１４３円は少なくとも倍以上ぐらいは、

数年間はそういう状況で、新しい図書館に行ったら新しい本がたくさんあるっ

て、ああ、よかったねって、新しい図書館できてよかったねと思ってもらえる

ような図書館づくりをするためにも資料費というのは非常に大事ですので、そ

ういう意味では段階的にですが、今の金額はやっぱり、ここ数年間は相当本を

きちっと配置をしていくという意味で必要ですので、そこは教育委員会、それ

からこれは財政当局にもお願いしますが、ぜひぜひ、せっかくあれだけの施設

をつくるわけですから、外があって中身がないというようなことにならないよ

うに、そこはしっかりと必要なお金はつけていただくようにお願いをしておき

たいと思います。  

 それと、今の町立図書館の適切な配置をしていきたいというのは、それはも

うぜひお願いをしておきたいというふうに思います。職員の働き方の問題も含

めてですね、ぜひお願いしておきたいと思います。  

 中学校の図書館司書の部分については現在のところはあの状態でいくという

ことですので、だけど、せっかく小学校であれだけいいことをしてくれて、中

学校にそのことをやっぱり引き継ぐという意味では、やはり常駐というか、子

どもたちがいてる時間はいつでも行けるという状態はつくっていただきたいな

と。これはぜひお願いをしていただいて、今後やっぱりそこら辺のところは現

場の話、あるいは関係者の話も聞いて、ぜひ。せっかく県下で誇れる司書配置
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をしてもらってる。ですので、それが生かせるような状況をつくっていただき

たいなということをお願いしておきます。  

 何点かについて、答弁だけお願いいたします。  

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 議員からいろいろと御意見をいただきました。できる限り新図書館が充実し

てまいるように努力してまいりたいと思っております。  

 以上でございます。  

○議  長  

 政策推進課長。  

○政策推進課長  

 植田議員の再質問でございます。新しい図書館ができるということにあわせ

まして、資料費といいますか、いわゆる図書の教材費等の充実ということでご

ざいます。  

 御質問でおっしゃっていただいている意図というのは本当に財政課のほうと

いたしましても身につまされる思いでお聞きしておるわけでございます。子ど

もたちの知的な成長を願うに当たって、やっぱり図書というのは私は大事なも

んやというふうに思っております。ただ半面、今の財政状況というのは、もう

毎回何か事あるごとに同じようなことを申し上げて本当に恐縮なんですけど

も、片一方でそういう側面もあるということでございますので、新しい図書館

ができるというふうなことの中で一定の現予算の中で必要なものにつきまして

は、財政課並びに担当課のほうと、要るものは要る、これは何とか我慢ができ

るというすり合わせをしながら、予算の配分等につきましては今後行ってまい

りたいというふうに考えております。  

○議  長  

 植田君。  

○６  番  

 ぜひね、４月からせっかくオープンするんですから、住民の方に喜んでいた

だけるような中身の図書館としてスタートできるように、ぜひこれをお願いを

しておきまして、私の一般質問は以上で終わります。  

○議  長  

 それでは、植田君の一般質問をこれで終わります。  

 午後２時３５分まで休憩いたします。  

（ブー）  



 

－２３０－ 

休    憩  （午後  ２時２０分）  

 

再    開  （午後  ２時３５分）  

 

○議  長  

 それでは、休憩前に引き続き再開いたします。  

（ブー）  

○議  長  

 発言番号１０番、議席番号１０番、窪君の質問を許可いたします。窪君。  

○１０番  

 １０番、窪でございます。本日一般質問最後の登壇をさせていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。  

 それでは、ただいま議長の許可を得ましたので、先般通告させていただいて

おります５項目について質問させていただきます。  

 まず大きな１項目めはＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の推進についてを質

問いたします。ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）とは２０１５年９月にニュー

ヨークの国連総会で採択され、誰一人取り残さない持続可能な社会の実現を目

指します。国際社会の共通目標であり、貧困や飢餓の撲滅、環境保全、平等の

実現など１７項目の目標から成り、そのもとに貧困状態にある全ての年齢の男

性、女性、子どもの割合を半減させるといった１６９の具体的なターゲットが

設定されております。日本を含む全ての国連加盟国、地域が２０３０年までの

達成を目指しております。持続可能性とは広がる格差、不安定化する社会、気

候変動など世界はこのままだと続かないという危機感に立ち、今の世代や自分

の周りのことだけでなく、自分の子どもや子孫など未来の世代が暮らせる地球

であり続けることであり、開発とは十分に食べられなかったり、学校に行けな

かったり、病気でも病院に行けなかったり、居住地がとても危険だったり、暴

力を振るわれたり、自由に意見が言えなかったりすることをなくして、一人一

人の人生の選択肢をふやし、安心して自分の能力を発揮できる環境をつくるこ

とであります。  

 非常に大きなテーマで、とても個人ではどうすることもできないようなこと

のように思われるかもしれませんが、大切なことは私たち一人一人が一つでも

目標達成に取り組んでいくことであり、自分たちの身近な事柄に置きかえてい

くと幾つも取り組むことができるものがあるというのがこのＳＤＧｓのすばら

しいところです。また、ＳＤＧｓは地方創生の強力な推進力になり、それぞれ

の自治体が直面する課題を解決してこそ地域社会の持続可能性が高まることは
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言うまでもありません。全国各地ではＳＤＧｓのバッジ、私が今つけておりま

すこの１７色、１７項目のこれがＳＤＧｓのバッジでございます。これをつけ

る人や、またＳＤＧｓに言及する人がふえてきており、ＳＤＧｓが浸透し始め

ております。ＳＤＧｓの先進的な取り組みを行う自治体として県内でも今４市

町村がＳＤＧｓ未来都市に選定されており、本町においても持続可能な開発目

標への取り組みを着実に進めていただきたいと考え、お尋ねをいたします。  

 まず、小さな１点目、ＳＤＧｓの基本理念に対する本町の認識と今後の取り

組みについて。  

 ２点目、第５次平群町総合計画におけるＳＤＧｓの位置づけについて。  

 ３点目、２０２０年から使用される新学習指導要領にＳＤＧｓの理念が反映

されることから児童・生徒の学習機会の確保など、学校教育でのＳＤＧｓに対

する取り組みについて。  

 ４点目、職員、町内業者、町民が認識を共有するための周知の必要性につい

て。  

 大きな２項目めは受動喫煙対策の強化について質問いたします。他人が吸う

たばこから立ち上がる煙を吸い込む受動喫煙対策を強化する改正健康増進法が

本年７月１日、一部施行され、全国の学校、病院、行政機関の敷地内が原則敷

地内禁煙となりました。悪質な違反者には罰則が科せられます。東京五輪、パ

ラリンピック開催前の２０２０年４月には全面施行され、飲食店や職場、鉄道、

ホテルのロビーといった多くの人が利用する施設が原則屋内禁煙となります。

改正法は受動喫煙の影響が大きい二十歳未満や病気の人、妊婦らが利用する学

校、病院、行政機関、児童福祉施設の敷地内を原則として敷地内禁煙とするよ

う規定し、屋内は完全禁煙となります。ただ、喫煙者以外立ち入らない区間を

設けるなどの受動喫煙防止措置をとれば例外的に屋外に喫煙所を設置できると

していますが、人事院や厚生労働省は推奨するものではないと省庁や自治体に

通知をしております。各行政期間は法施行に向けて対応を検討し、屋外喫煙所

を設けない敷地内全面禁煙を目指しております。  

 たばこの健康被害は言うまでもなく、決して吸う人だけの問題ではなく、た

ばこの煙に本人が吸う主流煙とたばこの先から立ち上がる副流煙とがあり、そ

の煙には多くの有害物質が含まれておりますが、その量は主流煙よりも副流煙

のほうが数倍から数十倍も多いことがわかっております。この副流煙を自分の

意思とは無関係に吸い込んでしまうことを受動喫煙と呼び、受動喫煙はさまざ

まな健康被害を及ぼすことが明らかになり、厚生労働省研究班によると受動喫

煙による肺がんや心筋梗塞、脳卒中などで国内で年間約１万５，０００人が死

亡していると推計され、さらに認知症のリスクを高めるとアメリカ・カリフォ
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ルニア大学が公表をしております。さらにＷＨＯの発表では、受動喫煙による

６０万人の死亡のうち５歳未満の子どもが１６万人を占めるというそうです。

いかに受動喫煙が健康に悪影響をもたらすことが示されております。  

 平群町では皆様の御理解と御協力をいただき、平成２８年７月から本庁舎の

全面敷地内禁煙を県内でもいち早く開始をされました。しかし、今回の改正に

より屋外喫煙所が新設され、吸う場所の確保がされました。このことがマスコ

ミにも取り上げられ、後退したとの負のイメージがつき、私も住民の方から「平

群町は健康をどのように考えているのか」と大変厳しいお声を聞いております。 

 そこでお尋ねをいたします。  

 まず、小さな１点目、新設された屋外喫煙所に対して、住民や団体などから

御意見などはあったのかお尋ねいたします。  

 ２点目、また、設置は一時的なものなのか。今後の計画をお尋ねいたします。 

 ３点目、生駒市や王寺町や人が集まるところを路上禁煙し、受動喫煙対策の

強化に取り組まれていますが、本町の強化対策として町、職員、学校教育、出

先機関、町全体としてこれまでどのような取り組みをされてきたのか。また、

全ての方の健康のため今後どのような強化対策をお考えでしょうか、お尋ねを

いたします。  

 大きな３項目めは、災害被害者に対する町税等の減免措置について質問いた

します。本町は昭和３６年１０月３１日に災害による被害者に対する町税の減

免に関する条例を制定し、昭和３６年９月１６日の第２室戸台風に係る被害者

に対して課する昭和３６年度分の町民税及び固定資産税の減免を定めておりま

す。近年、御承知のとおり地震を初め風水害による被害が多発する中、多くの

方々や被災されております。本町においてもいつ災害の発生により被害をこう

むることがあるかわかりません。そのような現状のもと、現在の条例は約６０

年前に制定されたもので、現在に通じるものではありません。  

 そこでお尋ねをいたします。  

 小さな１点目、災害による被害者に対する町税の減免に関する条例は現在に

おいても運用、適用されるのか。本条例に対する認識についてお尋ねいたしま

す。  

 ２点目、今後発生する災害被害者を支援するために町民税や固定資産税の減

免措置を含め、今のときに合った条例の見直しをすべきではないでしょうか、

お尋ねいたします。  

 大きな４項目めは、特殊詐欺防止対策機器購入に補助制度の導入をについて

質問いたします。近年、振り込め詐欺等の特殊詐欺に加え、事前に個人の資産

状況を聞き出し、金銭をだまし取って、強盗に入ったりするアポ電、いわゆる
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アポイントメント電話の手口による詐欺被害が全国的に相次ぐ中、これをシャ

ットアウトする迷惑電話対策装置の設置が呼びかけられております。東京都江

東区で先月８０歳の女性がアポ電を受けた後に殺害される強盗殺人事件が発生

をいたしました。奈良県内でも息子や警察官をかたった不審電話は後を絶ちま

せん。  

 県警生活安全企画課によると不審な電話を受けたとの相談が平成２９年１，

５７９件、昨年は１，１９２件寄せられたそうです。中には「３００万円が必

要になった。１００万円ぐらいあるのか。幾らぐらいだったら準備できそうか」

といったアポ電と見られる内容もあったそうです。昨年１年間に県内で発生し

た特殊詐欺被害１１９件のうち約７５％が自宅の固定電話にかかってきた電話

がきっかけだったそうです。そのために固定電話に迷惑電話防止機器を設置す

ることで無用な電話に出る必要がなくなり、被害を防止する効果が期待できる

ことから迷惑電話対策装置を購入した高齢者を対象に購入額の半額等を補助す

る制度を新設する自治体が奈良県内でも増加をしております。  

 迷惑電話対策装置は呼び出し音の前に「この通話電話を録音をします」との

メッセージが流れ、通話内容を録音する一方で、未登録番号や非通知の着信を

自動的に拒否する機能が備えております。電話機に内臓されているものと外づ

けするタイプがあり、外づけタイプの価格帯は１万円台から２万円台後半が主

流となります。購入された方からは「不審な電話や勧誘が減った」「安心して電

話が出られるようになった」「自動で警告や録音、応答してくれるので助かる」

といった声が寄せられていると言われております。  

 そこでお尋ねをいたします。  

 小さな１点目、本町における振り込め詐欺などの特殊詐欺の被害発生状況と

防止対策について。  

 ２点目、迷惑電話防止機器の設置に補助制度の導入をして強力な対策を実施

すべきではないでしょうか。  

 最後、大きな５項目めは、障害者手帳のカード化をについて質問をいたしま

す。本年４月から身体障害者手帳や精神障害者保健福祉手帳の様式などを定め

た厚生労働省の省令が改正され、交付主体の都道府県などの判断でカード型の

手帳が発行できることになりました。従来の障害者手帳は自治体により多少の

違いはありますが、縦１１．４センチ、横７．５センチ程度の大きさで、紙が

使われております。以前から携行の不便さや劣化による使いにくさが指摘され

ておりますが、補装具の支給状況など後から加筆していく仕様になっているた

め、これまではカード化は困難でしたが、今回、自治体による情報システム管

理など環境が整いつつあることを踏まえて見直されました。  
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 カード型の手帳はプラスチックなどの耐久性のある素材で運転免許証などと

同じ大きさになります。また、自治体がカード型を導入する場合でも従来の手

帳とあわせて希望により選ぶことができます。公共交通機関で割引を受ける際

は乗り降りのたびに提示を求められるなど、日常生活で使用する機会が多い一

方、財布に入らず運びが不便、劣化しやすいといった声が上がっていましたが、

カード化で不便さが解消をされます。  

 そこでお尋ねをいたします。  

 小さな１点目。本町における障害者手帳の発行件数について。  

 ２点目、本町において障がい者の利便性向上のため障害者手帳は紙でなくカ

ード化をすべきではないでしょうか。  

 以上、端的に明快な御答弁をよろしくお願いいたします。  

○議  長  

 政策推進課長。  

○政策推進課長  

 それでは、窪議員の大きな１点目のＳＤＧｓにつきまして、私のほうから１

点目、２点目、４点目の内容につきまして御答弁のほう申し上げますので、よ

ろしくお願いいたします。  

 それでは、１点目のＳＤＧｓの基本理念に対する本町の認識と今後の取り組

みについてでございますが、人間の安全保障の理念を反映し、誰一人取り残さ

ない社会の実現を目指し、経済、福祉、人権、環境などの広範な課題を統合的

に取り組むことであるとまず認識をしておるところでございます。  

 次に、今後の取り組みについてでございますが、国は第２期まち・ひと・し

ごと創生総合戦略の新たな視点の中で新しい時代の流れを力にすることを位置

づけており、ＳＤＧｓを原動力とした地方創生を推進することとなっておりま

す。今後、第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定を検討する中で、当

町におきましても具体の取り組み事項を協議する必要があると考えておるとこ

ろでございます。  

 次に、２点目の第５次平群町総合計画におけるＳＤＧｓの位置づけについて

でございます。現行の総合計画は平成２５年４月に策定されたものであり、そ

の時点ではＳＤＧｓの基本理念が公表されたものではなかったことから第５次

総合計画に直接的な反映はされておりませんが、総合計画の個々の基本施策の

内容にはＳＤＧｓの多くの基本理念に相通じるものがあると理解をしておりま

す。現在の第５次総合計画では個々の計画における目標指標の数値の更新のみ

で、現時点では大きな改訂や見直しは行っておりませんが、第２期総合戦略を

策定する際にはＳＤＧｓの基本理念を反映することがまずもって必要であると
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考えております。  

 次に、４点目の職員、町内業者、町民が認識を共有するための周知の必要性

についてでございます。まずは我々がＳＤＧｓの基本理念がどのようなものな

のかをさまざまな機会を通じて周知する必要があると考えております。その上

で平群町に沿った形のＳＤＧｓを検討することを第２次総合戦略を策定する際

には調査、検討してまいりたいというふうに考えております。  

 以上です。  

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 それでは、引き続きまして、窪議員の１項目めの３点目の御質問に教育委員

会よりお答えをさせていただきます。  

 議員お述べのとおり、新学習指導要領の総則には、これからの学校にはこう

した教育の目的及び目標の達成を目指しつつ、一人一人の児童が自分のよさや

可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多

様な人々と協働しながらさまざまな社会変化を乗り越え、豊かな人生を切り開

き、持続可能な社会の作り手となることができるようにすることが求められる

と記載をされております。  

 教育におけるＳＤＧｓの大きなポイントは、持続可能な社会のつくり手をつ

くる、イコール次代を担う子どもたちを育てる、育成する。また、そのために

質の高い教育を実施していくことであるとこのように考えております。  

 そのような観点から、平群町の学校教育におけます具体的な取り組みとして、

子どもたちが確かな学力を身につけることができるよう、平成３０年度から小

中学校において、奈良県学力向上実践研究事業の実証校として指定を受け、各

学校で学力向上に向けた創意工夫ある取り組みを実施をしております。  

 また、キャリア教育、職業教育の充実としまして、今年度は中学校において

県の職業能力開発協会より熟練の技能者をゲストティーチャー、講師として招

きまして、講演だけではなく、７職種の実技体験をしてもらうキャリア教育や

職業教育の授業を実施する予定でございます。  

 また、総則にある多様な人々と協働しながらという観点では、本町の各学校

で学校地域パートナーシップ事業を展開しており、地域に開かれた学校、地域

とともに子どもたちを育てていくことを目標に地域のボランティアさんに参画

をしていただき、学校の事業のサポートや学校の美化、清掃活動、さまざまな

学校の活動に対しまして、子どもたちと一緒に取り組みを行っているものであ

ります。  
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 一例ではありますが、例年、町内３小学校では竜田川環境浄化推進協議会の

協力を得ながら、生活排水と水質汚染の関係や水生生物の学習に取り組んでお

ります。子どもたちが身近で歴史に名高い竜田川の環境を知ることで、自分た

ちは未来に向けて今、何をしなければならないかを考える学習はＳＤＧｓの理

念そのものであると考えております。  

 来年度から新学習指導要領が完全実施されますが、２０３０年度までの持続

可能な開発目標に向けて、子どもたちの身近な問題を教材とすることで課題意

識を持たせるよう、さらに取り組みを進めてまいりたいと考えております。  

 以上、御答弁とさせていただきます。  

○議  長  

 窪君。  

○１０番  

 ありがとうございます。まず、このＳＤＧｓ基本理念に対する認識と取り組

み、また第５次総合計画との位置づけでありますが、今後の取り組みとしてＳ

ＤＧｓを原動力とした地方創生を推進するために、午前中の下中議員の質問で

もございましたが、第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定する中でこ

のＳＤＧｓの項目に対する取り組みも事項として検討したいと考えてるという

ことで前向きな御答弁をいただいたと思っております。第５次総合計画は両方

ともが相通ずるものがありますので、今回、見直しはどうもされないようです

ので、これも含めて今、国連で、日本中が、世界中がこの分に取り組んでいか

れてるときに平群町も乗りおくれないようにお願いしたいと思います。  

 それで、再質問ですけれども、教育委員会にお尋ねしたいんですが、学校教

育ということで今、本当に多種多様な取り組みをしていただいてることはよく

わかりまして、大変評価したいと思います。ただですね、その内容がＳＤＧｓ

にも直結するものでありますが、このＳＤＧｓという言葉は町内にももちろん、

子どもたち、学校教育にもなかなか浸透してないのではないかと思います。Ｓ

ＤＧｓ未来都市宣言、近隣では三郷町が選定されて、安倍総理から受けられて

おられましたのを見ておりましたが、いろんな角度でＳＤＧｓを打ち出して、

それによって子どもたちにもいろんなことを、自分が何ができるのか、どうい

うことができるのかということを子どもたちに考えていただいて、やはり世界

のこの平和な社会をつくるために少しでも、この１７項目のうちの私はこれに

努力していくとか。例えば、レジのレジ袋も同じですね。そういうのも一つ入

ってますね。自分ができることをすることで意識を持って、世の中の役に立て

るという自覚を持てるような教育をやはりしていただきたい。ＳＤＧｓの言葉

と、また意味を学習のほうで御指導が必要だと思いますが、どのようにお考え
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かお尋ねしたいと思います。  

 そして、職員の皆さんとか町民の皆さん、周知の必要性についても質問させ

ていただきましたが、しっかりと今も教育委員会にも再質問させていただいて

ますように、いろんな機会を通じて、やはりこの理念ですね、みんなで誰一人

取り残さないというこの理念を持って取り組んで、あらゆる機会で周知をして

いただくことをお願いしておきたいと思います。  

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 それでは、再質問にお答えをさせていただきます。  

 議員述べていただきましたように、ＳＤＧｓという言葉自体、学校では浸透

していないというのが実情でございます。学校教育の中で子どもたちがＳＤＧ

ｓの言葉や意味を理解できるよう、今思っておりますのは校園長会で協議いた

しまして、各学校に浸透していくよう努めなければならないなと考えておりま

す。  

 また、可能でありましたら、来年度の各学校の教育課程の編成がございます。

その中にＳＤＧｓの理念を盛り込んでですね、各学年に応じて子どもたちに考

えることを教え、そしてまた、そうすることによって教職員にも浸透させてい

きたいとこのように考えておるところでございます。  

○議  長  

 窪君。  

○１０番  

 大変前向きな御答弁いただき、ありがとうございます。本当に今世界の潮流

となっておりますので、これを知らないということは大変恥ずかしいと思いま

すので、しっかりとした理念をもとの教育をさらに取り組んでいただくことを

お願いしたいと思います。  

 最後に、このＳＤＧｓの平群町での推進について、西脇町長に御決意をお尋

ねしたいと思います。  

○議  長  

 はい、町長。  

○町  長  

 それでは、ＳＤＧｓ推進についてお答えをさせていただきます。  

 ＳＤＧｓについては持続可能な開発目標について１７項目の目標が定めてお

り、豊かで活力ある未来をつくるとされております。平群町においても環境、

教育、人権、防災、農業振興、健康長寿、平和と安全など町内の企業や住民、
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そしてボランティア団体とも力を合わせてＳＤＧｓの基本理念であります誰一

人取り残さない持続可能な目標をもって、豊かで活力ある未来都市に向けて取

り組んでまいりたいというふうに考えております。  

 以上です。  

○議  長  

 窪君。  

○１０番  

 ありがとうございます。現実、今議会でも財政大変厳しいというお話が続い

ておりましたが、平群町も多くの課題を抱えておりますが、心は世界的な大き

な視点に立っていただいて、町内にＳＤＧｓの大切な理念をあらゆる機会を通

じて発信していただきますことをお願いをいたしまして、この質問は以上で終

わらせていただきます。  

○議  長  

 総務防災課長。  

○総務防災課長  

 それでは、２項目め、受動喫煙対策の強化へについて御回答させていただき

ます。３点ほど質問いただいておりますので、順次回答させてもらいます。  

 まず、１点目でございます。改正健康増進法の施行に伴い、特定屋外喫煙所

を設置しての敷地内禁煙としています。しかし、敷地内禁煙から特定屋外喫煙

所につきましては、やはり後退という負のイメージを与えており、住民や団体

から特定屋外喫煙所の撤去及び健康被害について２団体から要望を受けており

ます。そのことにつきまして深く受けとめて、今後の受動喫煙対策の強化に取

り組んでまいりたいと考えております。  

 次に、２点目の質問でございます。本町の受動喫煙対策は平成１９年４月よ

り本庁舎建物内の禁煙を開始し、安全衛生委員会での協議、また議会の皆様の

協力のもとで、平成２８年７月１日より本庁舎の敷地内禁煙を開始しておりま

す。そのほかプリズムへぐり、はなさとこども園、ゆめさとこども園、小中学

校は敷地内禁煙としております。しかし、残念ながら現状は、敷地内禁煙の取

り組みの中での職員の敷地外での喫煙での苦情などもいただいておりました。

そのことから、周辺住民の方の受動喫煙の影響を及ぼすことを懸念し、法に基

づく受動喫煙を防止すべく措置がとられた特定屋外喫煙所の設置に至ったとこ

ろであります。加えて、職員の勤務時間内の禁煙を努力義務とし、受動喫煙防

止に努めているところであります。  

 今後の取り組みとしましては、特定屋外喫煙所の設置措置による敷地内禁煙

は法律上認められているものの、特定屋外喫煙所の設置をしないでの敷地内禁
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煙が望ましいことは重々認識しており、現在の施設については簡易施設であり、

勤務時間内禁煙を徹底し、将来的には特定屋外喫煙場所を撤去する方針であり、

あわせて喫煙する職員への情報提供などの職員の健康支援も継続して行いま

す。また、受動喫煙対策の効果を確認するため庁舎付近の浮遊粉じんの濃度測

定を行うことも検討してまいります。  

 ３点目の質問でございます本庁舎以外の受動喫煙対策の取り組みとしまして

は、水道庁舎、清掃センター、中央公民館、野菊の里斎場も本庁舎同様に特定

屋外喫煙所を設置し、勤務時間中の禁煙を努力義務として受動喫煙防止に努め

ております。本町職員への取り組みとしましては、健康支援として課長所属長

会議で配布している「すこやかニュース」を通じまして、喫煙や受動喫煙によ

る健康被害を周知しています。また、安全衛生委員会において、産業医により

禁煙治療方法などについて周知を行っております。喫煙による健康被害は深刻

な健康課題でありますが、禁煙する意思を持つことは容易ではなく、禁煙を考

える動機づけとなるような情報提供を繰り返し行ってまいりたいと考えており

ます。  

 こども園を含めた学校教育での取り組みについては、はなさと、ゆめさと両

こども園、３小学校及び中学校においては建物内、敷地内は全面禁煙であり、

運動会などのイベント行事では保護者等へは事前に禁煙である旨の通知を行

い、当日は放送による敷地内禁煙のアナウンスに加え、張り紙を施設内に掲載

し、加えてＰＴＡ役員によるパトロールを行い、受動喫煙防止の対策を講じて

おります。  

 そのほかに未成年者の受動喫煙防止対策としまして、南小学校６年生にプリ

ズムへぐりの職員が受動喫煙防止教育を年１回実施し、その際、感想文ととも

に家族や身近な人に向けたメッセージや標語を書いてもらい、プリズムへぐり

に掲示しているという取り組みも行っております。  

 また、妊娠届け出時や乳幼児健診時にたばこについてのチラシの配布や、平

群禁煙デーとして毎月第１金曜日の街宣、プリズム健康フェスタ、町民体育大

会での啓発活動など、行政だけでなく、たばこ対策推進員の御協力を伴って取

り組んでおります。平群町商工会にも健康増進法改正のチラシを会報誌に同封

して周知をする取り組みを行ってきました。  

 今後の強化対策につきましては、先ほど述べましたような取り組みを継続し

て行い、受動喫煙による健康被害をなくす努力を続けてまいります。  

 以上でございます。  

○議  長  

 窪君。  
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○１０番  

 再質問、何点かさせていただきたいと思います。受動喫煙対策の強化へいろ

んな角度で、今、課長のほうから御説明ありましたが、取り組んでいただいて

ることもよく認識しております。  

 まず１点目ですが、この屋外喫煙所に対して２団体から要望があったという

ことですが、正式団体名とそれから具体的な内容をお尋ねします。また、私も

奈良新聞を見たときに大変ショックを受けました。住民の皆さんもたくさん見

られてたようでございます。この負のイメージを、今まで奈良県下で一番先駆

を切って受動喫煙対策に取り組んでいただいてて、本当に議会を初め職員の皆

さん、また保健師の皆さんに御努力をいただいて奈良県トップの受動喫煙、全

面、この喫煙ですね、敷地内全面禁煙をいち早く取り組んでいただいた平群町

がこの負のイメージを与えてしまった、このことについてどのように受けとめ

られているかお尋ねしたいと思います。  

 そして２点目ですが、簡単に言いましたら、将来的にこの喫煙所を撤去する

方針であるということですが、この将来的に撤去するということはいつごろの

御予定でしょうか。  

 ３点目でございますが、本庁舎同様屋外喫煙所が設置されてるのは水道庁舎、

清掃センター、中央公民館、野菊の里斎場等々、勤務時間中の禁煙を努力義務

としているということですが、近隣自治体ですね、どのような状況か、どのよ

うに把握されておられるか、お尋ねしたいと思います。  

 そして、教育委員会のほうにお尋ねしたいんですが、今、南小の６年生を対

象に年１回受動喫煙防止教育を実施されてると御答弁いただきましたが、大変

すばらしい内容の取り組みをしていただいてることに私も評価をしたいと思い

ます。民生委員さんが薬物の防止をするために年１回、中学３年生の児童全員

に対していろんな研修をしていただいております。やはり、小さいころからこ

の受動喫煙の強化、このことについて、やはり小さいときから教育をしていか

ないと、やはり大きくなってはなかなか禁煙に取り組むのは難しいということ

も思いますので、他の小学校においても実施が必要と考えますが、どのように

お考えでしょうか、お尋ねしたいと思います。  

○議  長  

 総務防災課長。  

○総務防災課長  

 たばこに関する要望書を出された２団体ということで、その名称なんですけ

ども、１団体は平群たばこ対策推進協議会と、平群町健康づくり推進協議会の

団体のほうからいただいております。いずれも敷地内禁煙の徹底なんですけど
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も、特に回答もさせていただいております特定屋外喫煙所ですね。これを撤去

して以前、それの喫煙場所のない敷地内禁煙の実施というふうな要望をいただ

いておるところでございます。  

 それからあと、この負のイメージというんですか、これに対する考えという

ことなんですけども、質問にもありますとおり人事院や厚生労働省、いろんな

ところから、法律は改正になったけども確かに勧めるものではないと、こうい

うおっしゃったとおりのことも聞いております。ただ、私どものほうは先ほど

言いましたとおり、一部敷地外で吸ってる状況を住民の方からも苦情というの

もいただいておりました。その中で一応一定法律の中での可能な建物なのかな

ということで設置をさせていただいたということでございます。  

 それのついての撤去の時期はいつだというふうな話でおっしゃっていただき

まして、これもいろいろ勤務時間中のこともうたっておりまして、職員組合と

もいろいろ協議も行ってる経緯もございます。そんなこともございますんで、

できるだけ早い時期には行っていきたいと思っておりますが、少し考えていき

たいと思います。  

 それと、近隣の状況でございます。近隣であれば全てが基本的には敷地内禁

煙というふうになっておりますが、特定屋外喫煙所を設けているところという

のは、近隣でしたら生駒市は屋上に設けてるというのは聞いておりまして、あ

と奈良県庁はもちろん設けてるというとこでございます。あと、近隣では斑鳩

町、三郷町は特に今、設けていないというふうに聞いている状況であります。  

 私どものほうからは以上でございます。  

○議  長  

 教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 それでは、教育委員会から御答弁させていただきます。  

 今現在、南小学校の授業で取り組んでおる件でございますけれども、保健の

教科におきまして、その中に「病気の予防」という単元があるんですけれども、

その中の喫煙の授業の中で専門家の保健師さんに学校へ来校をしていただきま

して受動喫煙の防止教育というのをしていただいておるという内容でございま

す。これにつきましてはもうとても大事な取り組みであると考えておりますの

で、まだ未実施の学校につきましても紹介しながら、強制的にということは難

しいですけれども、校園長会等でおろして紹介をしていきたいとこのように考

えておるところでございます。  

○議  長  

 窪君。  
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○１０番  

 ありがとうございます。町で関係団体２団体ですね。受動喫煙対策に対して

この２団体、本当にいろんな角度からお取り組みをいただいております。町民

体育大会におきましても本当にずっと歩いてくださったりとかいろんな角度で

取り組んでいただいておりまして、本当に私も議会議員として大変申しわけな

いなという思いでいっぱいであります。  

 また、できるだけ早い時期にということでありますが、本当はすぐにでもと

いう思いでありますが、いろいろ御協議もされないといけないのかなと思いま

す。ただですね、私もこの質問をさせていただきますには、町民の方からのお

叱りもありましたが、また、たばこを吸われる方々の権利も重々理解をしてい

るつもりであります。中にはたばこ税で貢献してるとかおっしゃってくださっ

てる方も、今まで１０年間の間にたくさんお聞きしました。ただ、医療の面か

らは医療費の高騰にもつながることは、医学のそういうものにも検証されてお

ります。しかしですね、重々理解しておりますが、役場本庁舎というのは第１

種の施設であります。公共施設でありますので、住民の皆様が本当にたくさん

来られるわけですね。ですので、まず職員の皆さんには御理解をいただき、本

来は健康のために禁煙をしていただきたい。でも、吸われる方の権利もあると

いうことも私も認識をしております。一日も早く、やはり皆さんが来られる公

共の施設だけは、この出先機関もございます。やはり、たばこを吸った後４０

分間は受動喫煙のあれがあるということも、どこまでそれが正しいかわかりま

せんが、そういう取り組みをされてる自治体もあるとお聞きをしておりますの

で、一日も早く皆さんの合意を、御理解をいただき、屋外喫煙所の撤去に取り

組んでいただきたいと思います。  

 その上に立って、来ていただく住民の皆さんにもたばこを吸いたくても御理

解と御協力をいただかないといけないわけですから、私たちは、職員の皆さん

も議員も町税を、血税をいただいた公人でございますので、やはり住民の皆さ

んの健康、また職員の皆さんの健康を守るためにもどうか御理解をいただきた

い。一日も早く屋外の喫煙所の撤去をしていただき、もともとの本当に敷地内

全面禁煙ということに戻していただけるようにもう切に切に、この議場をお借

りしてお願いをしたいと思います。職員の皆さん初め全ての平群町の皆さんの

健康のためにお願いをさせていただきたいと思います。  

 最後に西脇町長の御決意をお願いしたいと思います。  

○議  長  

 はい、副町長。  

○副町長  
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 町長にということですけど、私のほうからお答えさせていただきます。  

 町の取り組み、考え方につきましては、ただいま申し上げましたとおりでご

ざいまして、団体のほうからの要望を受けております。このことにつきまして

も重く受けとめておるところでございます。７月の健康増進法の改正に伴いま

して、申し上げましたとおり職員には敷地内禁煙、あわせまして休憩時間を除

く執務時間内の喫煙禁止ということでさせていただいております。現在ほぼ職

員は守ってくれてるというふうに認識はしております。ただ、たばこにつきま

しては合法的な嗜好品でございます。強制はできないということで、現時点で

は努力義務ということでございます。ただ、このことで禁煙のきっかけになる、

喫煙者の減少につながればということも考えておるところでございます。  

 それと、特定屋外喫煙施設につきましては、これはタイミングを見て撤去の

方向で考えております。いずれにしましても、この受動喫煙の対策につきまし

ては課長・所属長会議、また管理職の課長会議、そういった中でも再三申し上

げておるところでございまして、また、来月１０月に安全衛生委員会を開催し

ます。このときにも議題としていきたいというふうに思っております。  

 議員御指摘の役場庁舎の受動喫煙の対策につきましては、まず率先して行っ

ていく。引き続きまして、町を挙げてこの受動喫煙の対策強化につなげていき

たいなとこのことを申し上げておきたいなと思っております。よろしくお願い

します。  

○議  長  

 窪君。  

○１０番  

 ありがとうございます。今、健康保険課が受動喫煙のない社会を目指すとい

う厚生労働省が発行されておりますワッペンですね。今、辰巳課長がつけられ

ておりますが、それをつけてくださっております。笑顔のマークではなく、そ

の受動喫煙のない社会を目指すというマークをつけてくださっております。ぜ

ひとも、たばこがなかなかやめれないという方もいらっしゃると思いますが、

タバコを吸われる方も吸われない方も全て、この受動喫煙から全ての方々の健

康を守るために平群町として、西脇町長、植田副町長中心に全力で、全ての出

先機関も含めまして、屋外の喫煙所の撤去を目指して取り組んでいただくこと

をお願いをしておきたいと思います。  

 以上でこの質問は終わらせていただきます。  

○議  長  

 税務課長。  

○税務課長  
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 それでは、窪議員さんの３項目めの災害被害者に対する町税等の減免措置に

ついてお答え申し上げます。  

 まず、１点目の災害による被害者に対する町税の減免に関する条例に対する

認識ということでございますが、近年各地で起きている異常気象、また台風等

による災害等、テレビなどにより頻繁に放送されており、いつ本町でも大規模

な災害が起こるかもしれません。本町において条例が整備されているのかを以

前から確認しておりましたが、議員お述べのように、現在あるのは昭和３６年

の第２室戸台風による被害者に対しての時限立法方式の条例であると認識して

おります。よって現在においては適用いたしません。  

 ２点目の今後、条例の見直しについてですが、平成１２年４月１日付自治税

企第１２号の災害による被害者に対する地方税の減免措置等について、各都道

府県知事宛てに自治事務次官通知ということで、災害被害者に対する地方税の

減免措置等の取り扱い例として、災害が地方団体の区域内に広範囲に発生した

場合には地方団体の長は法第７２条の６２、また第３２３条等の規定に基づき

まして、その都度条例を定めて減免することとするとなっております。大災害

について時限立法方式をとっているのは、その都度その実態に応じて条例を設

けることが適切であると考えられるからということであります。しかし、今後

これについてはもう少し調査研究してまいりたいと思っております。  

 以上でございます。  

○議  長  

 窪君。  

○１０番  

 ありがとうございます。今、条例がありましても現在は適用できないという

ことで、わかりました。ただ、いざというときにはその都度条例を定めて減免

することができるということは国のほうから通達があったようでございます

が、県内のこういう条例に対して状況把握されておられますでしょうか、お尋

ねしたいと思います。  

○議  長  

 税務課長。  

○税務課長  

 お答えいたします。  

 県内での条例制定につきましては５町１村、うち本町も含む２町は時限立法

方式でございます。要綱制定は１市１町４村、また規則で１村でございます。

合計１３市町村でございます。  

○議  長  
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 窪君。  

○１０番  

 県内でこういう条例、要綱、規則でとられてるところもあると思いますが、

今後、本当に災害がいつどのような形で発生するかわかりませんので、しっか

りと明文化していただきたいと思います。条例をされるのか要綱で取り組もう

と検討されているのか、その点もう少し詳しく御説明願いたいと思います。  

○議  長  

 税務課長。  

○税務課長  

 再質問にお答えいたします。  

 今、先ほども言いましたように、全国あちこちで災害が起こってる状況です

ので、条例につきましては先ほどお答えしたとおりでございますが、要綱等の

制定も含めまして、今後、早急に前向きに調査研究してまいりたいと思ってお

ります。  

○議  長  

 窪君。  

○１０番  

 ありがとうございます。条例も含め要綱等の制定も前向きに取り組んでまい

りたいとこのように受けとめさせていただきたいと思います。  

 できるだけ早期の制定に取り組まれることをお願いをいたしまして、この質

問は以上で終わらせていただきます。  

○議  長  

 観光産業課長。  

○観光産業課長  

 それでは、窪議員の大きな４項目めの特殊詐欺防止対策機器購入に補助制度

の導入をの１点目の本町における振り込め詐欺など特殊詐欺の被害発生状況と

防止対策についての御質問にお答えいたします。  

 まず、特殊詐欺とは、一般的に面識のない不特定の者に対し、電話その他の

通信手段を用いて、預金口座への振り込みその他の方法により現金等をだまし

とる詐欺のことであり、振り込め詐欺とそれ以外の特殊詐欺に分類され、さら

に振り込め詐欺はオレオレ詐欺、架空請求詐欺、融資保証金詐欺、還付金詐欺

等に分類されております。  

 議員のおっしゃられたとおり、近年奈良県下においても振り込め詐欺等の特

殊詐欺や悪質商法の被害は増加しており、特殊詐欺の中でもオレオレ詐欺と架

空請求詐欺被害が約９０％を占めております。そういった状況の中、平成２９
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年は奈良県の被害件数が１５８件、被害金額が３億７，７００万円に対し、平

群町では被害件数が２件、被害金額が４７６万円、平成３０年は奈良県の被害

件数が１１９件、被害金額が４億６，５７０万円に対し、平群町では被害件数

が１件、被害金額が９９万円、令和元年上半期現在では奈良県の被害件数が６

５件、被害金額が８，８２５万円に対し、平群町では被害件数が３件、被害金

額が９８５万円となっております。  

 また、本町での防止対策としましては、町内の住民や団体を対象に平群町消

費生活相談員や奈良県消費生活相談員を講師に迎え、無料出前講座を開催し、

奈良県内または平群町内で発生、相談のあった特殊詐欺の最新の事例について

の被害状況、具体的な手口、身を守る対策を繰り返し説明するほか、近年、町

内で特に相談が多い訴訟名目のはがきにより現金をだましとる架空請求詐欺に

ついては町広報紙内で周知するなど啓発を中心に取り組んでおります。  

 ２点目の特殊詐欺防止対策機器の購入に補助制度の導入をの御質問にお答え

いたします。  

 不審電話から特殊詐欺等の被害に遭われる場合、不意の電話や言葉巧みにだ

ましてくる犯人の話術等で、被害者の多くはふだんならおかしいと気づくはず

のことが気づけず、冷静な判断ができなくなることから、不審電話から犯罪被

害を防ぐには犯人と会話しないことが重要であり、議員のおっしゃられたとお

り、被害の勧誘手段割合の約７０％が自宅の固定電話であり、詐欺の被害者層

と固定電話の購買層、これが６０歳以上が約７０％となってます。そういった

とことも一致することから特殊詐欺勧誘の入り口である電話機に対策をするこ

とは有効な手段であり、迷惑電話防止機器の設置は無用な電話に出る必要がな

くなり、被害を防止するという点で効果があることは間違いないかと思われま

す。  

 本町としましては、特殊詐欺防止啓発活動の一環として無料の出前講座を実

施しており、その講座の中におきましても継続的に被害事前防止対策で迷惑電

話防止機器の紹介に加え、専用機器の購入費用がかからない方法としまして、

既存の固定電話機を常時留守番電話にしておく方法について重点的に推奨して

まいりました。このことからも迷惑電話防止機器購入については現段階の平群

町内の被害件数の推移と個人負担に対する費用対効果を十分考慮することが必

要と考えております。また、平群町の厳しい財政状況を考えますと、新たな補

助制度導入は非常に困難な状況であることから、まずは広報やチラシ等で既存

の固定電話機の、常日ごろから留守番電話に設定するということについて推奨

していきたいと。それと迷惑電話防止機器の存在の周知もあわせてやっていき

たいと。電話に出てしまった場合の具体的な対処方法、相談窓口の紹介につい
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ても啓発・周知にこれまで以上に一層努め、住民の皆さんに今すぐに効果的に

取り組める正しい情報の提供に努めてまいりたいと考えておりますので、御理

解のほどお願い申し上げます。  

 以上です。  

○議  長  

 窪君。  

○１０番  

 ありがとうございます。今、課長が平群町の被害件数、金額述べられました

が、これは本当に届け出をされた件数だけで、本来はもっと大きな額で、もっ

と多くの件数があるのではないかと思います。私も１件かかわらせていただい

た方が３，０００万円を超える被害ですね。お１人で被害を受けられて、平群

町始まって以来の被害を受けられたという御相談がありましたが、ここには金

額には入っておりません。ですので、これは本当に一部分だけの件数で、もっ

ともっとたくさんの人が被害を受けられていると思います。  

 そこで再質問ですが、本町の出前講座で防止対策等を取り組まれているとい

うことですが、この防止対策の出前講座の平成３０年度の実績と、それから決

算額ですね。決算と財源の内訳についてお尋ねしたいと思います。  

 それから２点目ですが、財政厳しいから困難だということですが、まず近隣

自治体のこのような補助制度の導入の状況とどのぐらいの予算が必要なのか試

算されておられましたらお尋ねしたいと思います。  

○議  長  

 観光産業課長。  

○観光産業課長  

 まず、出前講座の実施状況なんですが、平成３０年度につきましては４回に

わたって出前講座をやっております。そこに参加された人数は１６０人となっ

ております。中央公民館で２回、人権交流センターで１回、平群北小学校で１

回、それぞれ消費者トラブルの回避、悪質商法の現状、手口、クーリングオフ

だとか特殊詐欺について、そういったものについての講演をさせていただいて

おります。  

 それと、平群町３０年度決算におけます事業費と内容なんですが、事業費と

しましては２８万３，１５５円の決算でございます。そのうち２７万９，００

０円が消費者行政活性化助成事業ということで交付金を受けております。中身

はその出前講座等の報償費だとか、平群町の講師の方の研修旅費だとか、あと

は啓発物品などの消耗品費などの経費でございます。  

 近隣の状況なんですが、奈良県下ではこれの助成事業としまして３市１町が
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助成事業をやられております。大和郡山市では平成２８年度からですね。あと

生駒市、奈良市、それと今年度から斑鳩町が助成事業に取り組んでおられまし

て、それに対する事業費なんですが、基本的には単独費用ということで、大和

郡山市については地方消費者行政推進交付金を受けられてまして、これは１０

０％県費補助です。郡山市、生駒市、奈良市については被害件数もかなり多い

ということもありまして助成されてる機械の台数も５０台とかいうオーダーの

ようです。斑鳩町につきましては令和元年度からやられてまして、今現在７件

助成されてるということで、対象機器の購入費の２分の１の助成、ただし上限

は１万円ということで、２分の１、１万円の上限というのは３市１町とも同じ

です。ちなみに対象になる住民の方については満６５歳以上の方と。なおかつ

町税を滞納していないというような条件でございます。  

 よって、近隣でいいますと、斑鳩町で７件ということですから、金額はちょ

っとお聞きしてませんが、上限の１万円だとすれば７件ですから７万円と。予

算的には１０台分を予算化されてるということで１０万円ほどの予算を計上さ

れてるとのことでございます。  

○議  長  

 窪君。  

○１０番  

 今、消費者行政活性化助成交付金を活用して出前講座等をやっていただいて

るということですが、ちなみにこの助成もずっと永久ではないというふうに一

部聞いておりますけれども、本来は大和郡山のように、この交付金を使って、

全額国の負担でしていただければ財政が厳しくっても、斑鳩町は１０件で１０

万円の部分の予算を立てられて、今７件ということでありますが、使えると思

うんですが、平群町ではこの国の交付金を活用してできないのでしょうか、お

尋ねしたいと思います。  

○議  長  

 観光産業課長。  

○観光産業課長  

 平群町におきましては、消費者行政活性化助成金事業というのを平成２２年

度からやっておりまして、これについては消費者相談窓口の設置ということで

の事業でございます。この事業につきましては、３０年度決算では交付金が２

７万９，０００円ということで申し上げたんですが、今年度令和元年度、令和

２年度につきましては、相談窓口の先生の研修旅費に対する交付金だけという

ことで、予算的には令和元年度で２万円とっております。要は、この事業その

ものの交付については令和２年度までということになっておりますので、それ
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以外にこの電話機に設置するような機器の助成に対して交付金を使うというこ

とは基本的にはできないと。また、別メニューに国のほうでも切りかわってい

くということです。  

 大和郡山市に関しては平成２８年度よりこの交付金を利用した事業として機

器の助成をされてますけども、それまでに郡山市さんに関してはこの消費者行

政活性化助成事業を活用されておりませんでしたので、新たにこの事業を活用

して機器の設置の助成をされたということです。よって、生駒市、奈良市、斑

鳩町に関してはもちろんその交付金事業については利用せずに単独費でやられ

てるということでございます。  

○議  長  

 窪君。  

○１０番  

 御丁寧な御説明いただきましてありがとうございます。要はこの交付金、９

年間使ったからもう使えないというふうに受けとめさせていただきます。ただ、

たった１０万円、１万円、２分の１補助の半額補助の上限１万円ではなく５，

０００円で全国でもやられているとこもたくさんあります。ただ広報、チラシ

でやられてもなかなか、警察のチラシ、「やまとの安全」というこういうチラシ

も皆さんのもとにも各家庭にも行っていると思いますが、こういうとこでも書

かれておりますが、なかなかこれが書かれててもやっぱりこういう被害が出ま

すのでね、やっぱりこういう助成制度いうのができたらやってみようかなとこ

ういうふうになりますので、今、課長、広報、チラシ等々でまたこういうのが

あるということで周知しているということですが、それをしていただきながら

ですね、やはり、幾ら財政が厳しくてもたった１０万円すらでも、１回５，０

００円にしてもですよ、それも出せないのかということになりましたら大変情

けない話であります。しっかりと協議をしていただき、また国のほうにも、国、

日本全体がこういうことで被害を受けられてる方たくさんいらっしゃいますの

で、国のほうにも国会議員通じて私も要望させていただき、そういう交付金、

使いやすい交付金ができたときには、国のほうが動いたらこれ導入されますか

ね。その点、１点だけお尋ねしたいと思います。  

○議  長  

 観光産業課長。  

○観光産業課長  

 同様のこの事業の交付金といいますと、１００％補助というようなことです

から、そのような事業メニューがありましたら当然取り組んでいきたいという

ふうに考えております。  
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○議  長  

 窪君。  

○１０番  

 ありがとうございます。まず特殊詐欺防止対策機器の周知啓発に全力でわか

りやすく広報していただき、予算の確保に取り組んでいただくことをお願いい

たしまして、この質問は以上で終わらせていただきます。  

○議  長  

 福祉課長。  

○福祉課長  

 それでは、窪議員の大きな５項目めの障害者手帳のカード化について御質問

にお答えいたします。  

 まず、１点目の本町の障害者手帳の発行件数についてですが、現在、身体障

害者手帳で８４４人、精神障害者保健福祉手帳で１７４人、療育手帳で１５７

人となっており、合わせて１，１７５人となっております。  

 次に、２点目の障害者手帳のカード化についてですが、障害者手帳のカード

化につきましては議員お述べのように地域のニーズに応えるため平成３１年４

月よりプラスチック製カードで交付することが可能になっております。障害者

手帳の交付主体は都道府県と定められており、今年度の手帳のカード化に関し、

近畿の府県合同で会議が開催され、従来より実施されている公共交通機関の割

引や有料道路割引の記載方法などについて検討が行われたと聞いております。

奈良県につきましては、カード化の時期は未定ではありますが、近畿の他府県

と足並みをそろえ、進めていこうと検討されているとのことでございます。  

 町としましては、耐久性があり、利便性のメリットのほか、奈良県外からの

転出入者にカード化の取り扱いに差を生じさせないためにも手帳のカード化の

実現に向けて県に要望してまいりたいと考えております。  

 以上でございます。  

○議  長  

 窪君。  

○１０番  

 ありがとうございます。このカード化によりまして公共交通機関で、また有

料道路での割引記載がこのカードにされるようになるそうですので、障害者手

帳の交付主体は政令市と都道府県であります。私ども公明党の県会議員が６月

議会にもこれを一般質問をして要望しておりますけれども、町としてもやっぱ

り、現場の自治体も県にしっかりと要望していただきたいと思います。どのよ

うな方法で県に要望されようとお考えでしょうか。１点お尋ねしたいと思いま
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す。  

○議  長  

 福祉課長。  

○福祉課長  

 県の要望の方法っていうことでお尋ねと思います。  

 毎年年度初めのほうに郡の町村会通じて、県への要望の照会があるとなって

いますので、そのときに近隣町とも協力しながら早期にカード化が実現できる

よう一緒に要望していきたいと考えております。  

○議  長  

 窪君。  

○１０番  

 ありがとうございます。現場はここ役場ですので、市町村ですので、しっか

りとお声を上げていただくことをお願いしたいと思います。  

 障がいをお持ちの方々の利便性の向上のためにも一日も早いカード化の実施

を目指し取り組んでいただくことをお願いをいたしまして、以上で私の一般質

問は終わらせていただきます。大変ありがとうございました。  

○議  長  

 それでは、窪君の一般質問をこれで終わります。  

 これをもって一般質問を終結いたします。  

 以上で本日の日程は終了いたしました。  

 これをもって散会いたします。  

（ブー）  

散    会  （午後  ３時４１分）  


